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法界語自在 マンダラの神 々

『完成 せ る ヨー ガの 環 』(Nispannayog縋al� )

第21章 「法 界 語 自在 マ ン ダ ラ」 訳 お よび テキ ス ト

森  雅 秀

 イン ド仏教の伝統を受け継いだネパールとチベットにおいて広く流行 した法界語自

在マンダラ(以 下,法 界マ ンダラと略す)は,二 百余りの神がみによって構成 される

きわめて規模の大きなマンダラである。法界マンダラには,仏,菩 薩,女 尊,護 方神,

雑神,群 小神 といった仏教パ ンテオンのあらゆるヒエラルキーに属する神がみが登場

し,ヨ ーガ ・タントラのマ ンダラの集大成であるとされる1)。マ ンダラの全体は第一

重か ら第四重までの四つの部分からなり,「 法界の言葉に自在なるもの」 という別名

を持つ文殊を中心とした同心円的な構造を持つ。内マンダラと呼ばれる第一重には,

ヨーガ ・タントラの代表的なマンダラである金剛界マンダラの神がみがおもに配され,

第二重には大乗仏教の重要な教理や概念が尊格化された女尊が並ぶ。第三重には,伝

統的な菩薩が四方を囲むが,そ の多 くも金剛界マ ンダラの中に見いだせる。さらに第

三重には四門と四維,そ して上下 の十方にマンダラを護衛する護方神 が位置 してい

る。最外周の第四重は金剛族マンダラと呼ばれ,ヒ ンドゥー教の神がみ,龍 王,阿 修

羅,夜 叉,星 宿神などの,仏 教パ ンテオンの中で下層に位置づけられる神がみが,文

殊への帰依者として置かれている。

 法界マンダラは,文 殊を賞賛する内容を持つ経典 『文殊室利真実名経』 ・Mα伽 ∫ル

漉〃螂σ勿g観 の第四章 にもとつ くマ ンダラであるといわれる2)。 しか し,こ の章 は

わずかに三偶で終わっており,具 体的なマンダラへの言及は含まれていない。そのた

め,マ ンダラを構成する個 々の神がみの名や位置,図 像学的な特徴などは注釈者たち

の手にゆだねなければならなかった。 この うち,イ ンド,及 びチベット,ネ パール

1)仏 教 パ ンテ オ ンの ヒエ ラル キー につ いて は[立 川 1987b:344-347」 参照 。法 界 マ ンダ ラに

つ いて は[MALLMANN 1964:101-183](NPYの 仏 訳を 含 む)[清 水 1983](NPYの 和 訳を

含 む)[立 川 1987a:164-170][田 中 1987:177-180]参 照 。[1VIALLMANN 1964]は,特 に

各尊 の図 像 学 的特 徴 に詳 しい 。 法 界 マ ンダ ラ の 作例 は[R船Hu VIRへand Lo顧sH CHANDRA

1967a:No.21;1967b:No.40][加 藤 ・松 長 1981:45-47][BSOD NAMS RGYA MTHSO 1983:

No.41][加 藤 ・小 林 1985:21,37-45,47]参 照 。

2)[WAYMAN 1985:27-28]
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の法 界 マ ンダ ラの規 範 とな っ た文 献 は,マ ン ジ ュ シュ リー キール テ ィMa�uｧr3kirti

の 『虚 空 の ご と く無垢 に して 清 浄 な る法 界 の智 の源 』Gagan緡alasuparisuddhadharma一

幽 σ吻 侮 紹9αγ6加(GGN)で あ る。 残 念 な が ら この文 献 の サ ンス ク リ ッ ト原典 は発 見

さ れて いな いが,チ ベ ッ ト訳 が チ ベ ッ ト大 蔵経 に 収 め られ て い る。 このGGNに も

とつ い て法界 マ ンダ ラ の 観 想 法 を 著 した の が,著 名な仏 教 学者 アバ ヤ ーカ ラグ プ タ

Abhay緻aragupta(11-12世 紀)で あ る。 アバ ヤ ーカ ラグ プタ の 代 表 的 な著 作 のひ

とつ 『完 成 せ る ヨーガ の環 』 」椛功伽 π妙09励 σ17(NPY)は26種 類 の マ ンダ ラの観 想 法

を解 説 した 文 献で あ るが,そ の第21章 「法 界語 自在 マ ンダ ラ」 は,中 尊の 文殊 か ら始

ま り,最 外 周 に至 る まで の神 が み の図 像 学 的 な 特徴 を ひ とつ ひ とつ あ げて い る。以 下

に行 った の は,こ の章 の全 訳 で あ る。NPYとGGNを 比 較 して み る と,全 体 的 には

ほ ぽ0致 して い るが,身 色 や 持 物 を は じめ尊 名,位 置,全 体 の 尊 格数 に若 干 の 相違 が

あ る こ とが 知 られ る。 ま た,NPYと 関 係 の 深 い文 献 に 『金 剛 阿 闊 梨所 作 集』7ψ σ一

あ厩り2盈rψ爵α暇π6α夢α(ACR)が あ る が,こ こ に含 ま れ る法 界 マ ンダ ラの解 説 はNPY

の そ れ と ほ とん ど同一 の 内 容 を持 ち,い ず れか が他 方 の典 拠 に な った と考 え ら れ る。

な お,ア バ ヤ ー カ ラグプ タ に はNPYの 他 に僧 院 内の儀 式 を解 説 した 『ヴ ァ ジ ュ ラー

ヴ ァ リー』 吻 悔oα17(VA)が 代 表作 と して 知 られ て い るが, ACRはVAと も 密 接

な 関係 があ る。

 仏 教 は アバ ヤ ーカ ラグプ タ の 活躍 した時 代 の お よそ一 世 紀 後 に イ ン ドか ら姿 を消 す

が,そ の伝 統 は お もにチ ベ ッ トで継 承 さ れ た。 法 界 マ ンダ ラに関 して は,パ ンチ ェ ン

ラマ ー世Pan chen blo bzang chos kyi rgyal mtshan(16-17世 紀)がNPYの26

種類 の マ ンダ ラを45種 類 に増補 し,そ の観 想 法 を著 した が,法 界 マ ンダ ラ もそ の 中 に

含 ま れ て い る。 ま た,17世 紀 に はチ ャ ン キ ャ ・ガ ワ ン ・ロサ ン ・チ ュ ー デ ンLchang

skya ngag dbang blo bzang chos ldanがNPYとVAの 注 釈 書 を著 し,法 界 マ ン

ダ ラに も多 くの 紙 幅 を さ い てい る。 これ ら を見 る と,NPYの 伝 承 が チ ベ ッ トに お い

て も よ く保 たれ てい た こ とが 知 られ る。0方,チ ベ ッ ト仏 教 の最 大 の 学 者 の ひ と りで

あ るプ トン ・リ ンチ ェ ン トップBu ston rin chen grub(13-14世 紀)は,直 接GGN

に も とつ い て,『 法 界語 自在 マ ンダ ラ に 関 す る儀 軌 〈賢 者 の 宴 〉』Chos柳dbyings

8躍 ㎎・g24肋 πgρ妙復g紗 宛 ん08α,雌 加∫ρ漉 ㎏ α'5伽 を著 した 。 これ は後 に,ジ ャム

ヤ ン ・ロ テル ・ワ ンポ'Jam dbyang blo grer dbang po(1847-1914)ら に よ って

集大 成 され た マ ンダ ラ理論 書 『タ ン トラ部 集 成』r(i舛4∫4厩 脇6伽 にお い て も援 用

され て い る。 この よ うに,法 界 マ ンダ ラの 伝承 は いず れ もGGNを 始 ま りとす るが,

チ ベ ッ トで は,GGNに 直 接 も とつ くもの と,す で に イ ン ドでGGNを 参 照 して 著
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されたNPYに もとつ くものの二派があったことが知られる。

 NPYの サンスクリット校訂本は1949年 にBenoytosh Bhattacharyyaに よって発

表された。同書は三種類の写本にもとついて校訂され,詳 細な解説 と尊名の索引を含

み,長 い間,仏 教図像学の基本的な文献資料としての位置を占めていた。しかし,使

用されている写本の不備,当 時の時代的な制約などのため,昨 今の研究水準からみて

文献学的にも図像学的にも満足できるものではなかった。今回,新 たに四種類のサン

スクリット写本をもとにチベット訳テキス トを参照 しつつ校訂を進め和訳を行った。

各テキス ト,及 び校訂,和 訳に際 して使用した参考文献は以下の略号に列挙 した。ま

たそれらの該当箇所は凡例に記 した。

略 号

ACR:吻 ケδ6の αん吻 ゐα2ηπ06妙α・

As1:Jagadda芝papa,7ψ δ6δワακ吻 δ5αη3π6αりα[LoxESx CHANDRA 1977a].

AS2:  ,  (東 京 大 学 図 書 館 所 蔵 サ ン ス ク リ ッ ト写 本[MATsuNAMI 1965:No.111]).

AT1:Avadh偀ipa dpal ldan'gro ba'i me long(Avadh百ta Srimaj Jagaddarpapa),R4吻65106ψoπ

  即 ゴ妙 α6α んωη1α5伽5ρ α(Vaj'γδ6の αんゆ ゐ α彿繊 りα),TTP, Vo1.86, No.5012,222,5,7-322,1,5.

GDK: [JAM DBYANG BLo GTER DBANG po 1971].

GGN:'Jam dbyang grags pa(Ma�u"srikirti), Nam mkha'dri ma med ﾟa shin tu yougs su 4αgρ α

  chos kyi dbyings kyi ye shes kyi snying pv(磁9α η伽 αZα∫ψ αr漁 面 ゐα幽 αηηα4励 ψ%η α9α7ゐんα), TTP,

  Vol.75, No.3416,192,1,4-222,4,7.

NG:Abhay緻aragupta,ハ 雇ψ αηη曜レog励αあ[BHATTACHARYYA 1972].

NPY:亙 》 伽 π妙 架4〃 α」乱

NS1:Abhay緻aragupta,1》 妙 α襯 妙09伽Ji(東 京 大 学 図 書 館 所 蔵 サ ン ス ク リ ッ ト写 本[MATSUNAMI

  1965:No.215]).

NS2:一,  (同 上fMATsuNAMI 1965:No・216]).

NS3:一,一(同 上[MATsuNAMI I965:No.217]).

NS4:・ ,  (個 人 蔵 サ ン ス ク リ ッ ト写 本).

NT1:7igs med'byung gnas sbas pa(Abhay緻aragupta), Rdzogs ｢a' i rnal'byor gyi phreng//

  (1V紳 αηη曜ソog動α」τ), TTP, Vol.80, No.3962,126,3,4-154,2,8.

NT2:・ プ  (デ ル ゲ 版 チ ベ ッ ト大 蔵 経 No.3141,1167,5-1280,7.)

NT3:・ ,・ (東 洋 文 庫 所 蔵 ナ ル タ ン版 チ ベ ッ ト大 蔵 経 No.1957, thu 109a,6-175a,2).

. NT4:・ ,1)palヲ α擢 ρα,費40加7η ηgoπραr吻9∫ ραんππlas btus pa rdzogs//,i rnal,妙or gク ∫phreng

  .,(57耽 σ勿 〃ψ 認'肋 厩5肋 襯 のロ5冴栩鰯 妙魏 増 σπη妙og⑳4の, TTP, Vo1。87, No.5023,47,5,

  6-77,4,5.

Skt.: Sanskrit.

Tib.: Tibetan.

TTP:Tibetan 7}ψ 吻 んα・the Peking Edition, Suzuki Foundation,(『 影 印 北 京 版 西 蔵 大 蔵 経 』 鈴 木

  学 術 財 団).

VA: 呵 哲 びα」乱
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vsl: Abhay緻aragupta,7妙 γδびαあ[LOKESH CHANDRA 1977b])・

VS 2:一 一(東 京 大 学 図 書 館 所 蔵 サ ンス ク リ ッ ト写 本[MATsuNAMI 1965:No・350])・

VS3:一 一(同 上[MATsuNAMI 1965:No・351])・

VT1: IJigs med' byung gnas sbas pa(Ab$ay緻aragupta), Dkyil'khor gyi cha ga雀 面 ヴ8ρ 配8πgわ α

  (Vaj'吻 読 η伽 α 魏仰4Zψ の2ん の, TTP, VoL 80, No.3961.79,1,1-126,3,4.

VT2:一,一(デ ル ゲ 版 チ ベ ッ ト大 蔵 経 No.3140,981,1-1167,3).

VT3:一,一(東 洋 文 庫 所 蔵 ナ ル タ ン版 チ ベ ッ ト大 蔵 経No.1956 thula,1-109a,6).

清 水:[清 水 1983]

チ ャ ン キ ャ ニ[NGAG DBANG BLo BZANG cHos LDAN 1957a]

パ ン チ ェ ン:[PAN CHEN BLO BZANG CHOS KYI RGYAL MTSHAN 1973]

プ トン:[LOKESH CHANDRA 1969]

*NSはNPYの す べ て の サ ンス ク リッ ト ・テ キス ト(NGを 除 く)を, NTはNPYの すべ て の

 チ ベ ッ ト訳 テ キ ス トを表 す。 ま たNS1,3はNS1, NS3を, NSt-aはNSli NS2, NS3を 表 す 。

 他 も これ に従 う。

*NS155a,1はNSIの 第55葉 表 面1行 目を表 す 。 NT1141,3,8はNTI(TTP, Vol・80)の141頁

 第3葉8行 目を表 す。

*デ ル ゲ版 チベ ッ ト大 蔵 経 は次 の テ キス トを 使 用 した 。

 The Nyingma Edition of the sDe-dge bKa'一'gyur and bs?'an-'gyur sponsored by The Head Lama of the

 Tibetanハ 璽ηgησjMθ漉如'ゴoπCenter Vol.61. Oakland:Dharma Publishing.

凡 例

厘]和 訳 はNG[BHATTACHARYYA 1972:54-65]を サ ンス ク リッ ト ・テ キ ス トの 底 本 と し,

NS155a,1-66b,4;NS27$b,1-96b,1;NS366b,2-82a,2;NS462a,5-77b,5を 参 照 して 行 った 。

回 チベ ッ ト訳 テ キ ス トはNT1141,3,8-145,2,2;NT21228,5-12ﾘ,1;NT3thul44b,1-153a,

5,お よ びNT464,2,7-68,1,8を 参 照 した 。 この う ちは じめの 三本 は 同0の 訳者 によ る もの で あ

る。NT4は 北 京 版 に の み含 ま れ る訳 本 で,訳 出時期 は他 の三 本 に先 行 す る。 サ ンス ク リッ ト ・テ

キ ス トは は じめの三 本 に よ く対 応 す る。

国AGRの 一 部 はNPY全 体 と ほ とん ど一 致 す る。第21章 に関 して はAS1232,1-248,2;AS2140b,

7-150a,3が そ の該 当箇 所 で あ り,和 訳 に際 して はNPYの サ ンス ク リッ ト・テ キ ス トに準 ず る扱

いを した。ACRの チ ベ ッ ト訳 テ キ ス トは北 京 版 の み参 照 した(AT1272,4,4-275,4,8)・

国NPYに 対 す る注 釈書 と して パ ンチ ェ ン0世 94,5-111,3;チ ャ ンキ ャ 12,0,648,5,1・ を

参 照 した 。 ま た,GGN 192,4,3-196,5,1;プ トン338,4-359,7;GDK457,2-481,6も 参 照 し

た 。NPYと これ らのテ キ ス トの 間 の異 同 は註 に示 した 。 た だ し,プ トンとGDKに 関 して は,

GGNに 一 致す る場 合 註記 は省 略 した 。

固 第三 重 まで の 和 訳[清 水 1983:100-123]と,仏 訳[MALLMANN 19G4:82-97]も あ わ せ て

参 照 した 。

a 内 容 の理 解 を は か るた め に()内 に説 明 の語 句,原 語 な どを入 れ た 。 た だ し,固 有 名詞 の

原 語 には()を 省 略 し,一 字 目を大 文 字 に した 。 また,内 容 に応 じて 段 落 を 分 け,見 出 しを つ

け た。 翻 訳 上補 った 語 句 は[]内 に入 れ た。

図 尊 名 の あ との 番 号 は諸 尊 リス トの番 号 に対 応 す る 。
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訳

0.場 の 設 定1)

 法 界 語 自 在 マ ンダ ラに つ い て述 べ る。 前 章 の 文殊 金 剛 マ ンダ ラの よ うに金 剛 籠 な ど

の観 想 を 行 い2),ヤ マ ー ンタ カYam縅takaを 始 め とす る十 忽 怒 尊3)を 観想 す る。 た

だ し,こ の 場合,後 述 す る姿 を観 想 す る4)。 このマ ンダ ラに は仏 塔 は存 在 しな い5)。

1.第 一 重

1.1中  尊

 楼 閣 の 中心 に は二 重 蓮華6)(visvapadma)の 花 弁 に獅 子 が乗 り,そ の 上 の二 重 蓮 華

と月 輪 の 上 に マ ン ジ ュゴ ー シ ャ(1)が い る。 金 剛 結 脚 扶 坐7)(vajraparya�a)を くみ,

朝 日の よ うに輝 く。 身 色 は 黄金 色8),サ フ ァイア を 頂 に つ け た美 しい 髭 を結 い,金 剛

杵,宝,蓮 華,二 重 金 剛(vi'svavaj ra)の 塵 冠9)の 上 に五 仏 の宝 冠 を い た だ く。 さ ま ざ

まな 宝 石,装 身 具,衣 装 を身 に付 け,恋 情 の ラサ10)(rasa)に あふ れ る11》。 中 央,右,

後 ろ,左 の 面 は順 に黄 色,青,赤,白 で あ る。 八 胃 を そ な え,二 腎 で 転 法 輪 印 を示 し,

右 手 には 剣,矢,金 剛 杵 を,左 手 に は般 若 経 の 経 函,弓,金 剛鈴 を持 つ12)。

1.2 八  仏  頂

 八 葉 蓮 弁 にす わ る獅 子 の上 の二 重 蓮 華 と月 輪 に は,東 方 を始 あ とす る四 方 に大 仏 頂

(2),白 傘 蓋 仏頂(3),光 聚 仏頂13)(4),最 勝 仏 頂(5)が,ま た北 東 を始 め とす る四維

には 捨 除仏 頂14)(6),高 仏 頂(7),高 大仏 頂(8),勝 仏 頂15)(9)が い る。 これ らの 八 仏

頂 は金 剛 結脚 朕 坐 を くみ,宝 冠 を 付 け る。 身 色 は 黄 色,二 腎 で,右 手 は 輪 を 持 ち上

げ16),左 手 で 各 自 の座 を抑 え る17)。

1.3 四仏 と十 六菩 薩

 1・3.1 東 院

 次 に,東 院 の 中央 に は象 王 に 乗 る阿 閾(10)が い る。 身 色 は青,四 面 を そ な え る。 中央

の面 は 青 く,葱 怒 を伴 った恋 情 ラ サ を有 す る。 右 面 は 白光 色 で 口を 開 い た憤 激 ラ サ,後

ろの 面 は 黄 色で 勇 猛 ラサ を それ ぞれ そな え,左 面 は 赤で 牙 をむ き下 唇 を抑 え る18》。 八

腎 で,右 手 に は剣,金 剛 杵,矢,鉤 を持 ち,左 手 は 第一 腎 で タ ル ジ ャニ ー19)(tarj an�)
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を 示 し,残 りの 手 には金 剛鈴,弓,絹 索 を持 つ 。金 剛薩 唾(11),金 剛 王(12),金 剛 愛

(13),金 剛 喜(14)に よ って 囲ま れ る。

 1.3.2南 院

 南 院 の中 央 には馬 王20)に 乗 る宝 生(15)が い る。 身 色 は黄 色,[中 央,右,後 ろ,左

の順 に]黄 色,黒21),白,赤 の 四 面 を有 す る。 八 腎 で右 手 には 金 剛杵,剣,矢,鉤 を22),

左 手 に は如 意 宝 瞳(如 意 宝 珠 の 付 いた 憧),金 剛鈴,羅 索,弓23》 を 持 ち,金 剛宝(16),

金 剛 光(17),金 剛憧(18),金 剛 笑(19)に よ って 囲 まれ る。

 1.3.3 西 院

 西 院 の 中 央 に孔雀 に乗 る阿 弥 陀(20)が い る。 身 色 は赤 で24),赤,黒,白,黄 色 の

四面 を 持 ち,八 腎で あ る。 右手 には 金 剛 杵,矢,剣,鉤 を,左 手 には 蓮華,弓,羅 索,

鈴 を 持 つ 。 金 剛 法(21),金 剛 利(22),金 剛 因(23),金 剛語25)(24)に よ って 囲 まれ る。

 1.3.4北 院

 北 院 の 中央 には ガル ダ 鳥26)に 乗 る不 空成 就(25)が い る。 身 色 は緑 で 四面 を有 す る。

中央 の面 は 緑 で牙 をむ き,右 の 面 は 黄 色27)で 寂 静 の ラサ28)を,後 ろ の 面 は赤 で 恋 情

の ラサ を,左 の 面 は 白で 寂 静 の ラサ を そ な え る。 八 腎 を有 し,右 手 には剣,金 剛 杵,

矢,鉤 を 持 ち,左 手 は第 一 腎 で タ ル ジ ャニ ーを示 し,残 りの手 に は鈴,弓29),羅 索 を

持 つ 。 金 剛 業(26),金 剛 護(27),金 剛 牙(28),金 剛拳(29)に よ っ て囲 ま れ る。

 1.3.5 ま と め

 阿 閾 を は じめ とす る四 如 来 は,各 自 の 乗 り物30)の 上 にあ る二 重 蓮 華31)と 日輪 の 上

に金 剛 結 脚 鉄 坐 で座 り,さ ま ざ まな 宝 石,装 身 具,衣 装 を身 につ け,宝 冠32)を い た だ

く33)。 一 方,金 剛薩 唾 等 の 十 六 菩 薩 は[各 院の]北 東 を は じめ とす る四 維 に あ る34)二

重 蓮 華 と月 輪 の 上 に,金 剛 界 マ ンダ ラ35)で 説 い た姿 で 住 す る36)。 これ に 関 して は[各

院の]四 方 に住 す る とい う説 もあ る37》。

1.4 四 妃

 北 東 を は じめ とす る四 維 の38)二 重 蓮華 と月 輪 の 上 に,薩 唾 脚 践 坐39》(sattvapary-

ahka)を 組 む ロ ー チ ャナ ー(30),マ ーマ キ ー(31),パ ー ンダ ラ ー(32),タ ー ラ ー40)

(33)が い る。 彼女 らは順 にマ ンジ ュゴ ー シ ャ,阿 閾,阿 弥 陀,不 空 成 就 と41)同 じよ う

な特 徴 を 持 つ。

1.5四 摂 菩 薩

東 門 に は 金 剛 鉤(34)が い る。 身 色 は 褐 色42》,金 剛 の 鉤 と 絹 索 を 持 ち43)展 右44》
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(緲idha)で 立 つ 。

 南 門 に は金 剛索(35)が い る。身色 は 黄 色,金 剛 の 羅索 を持 ち45)展 左46)(pratyalidha)

で 立 つ。

 西門 には 金 剛錬(36)が い る。 身 色は 赤,金 剛 の 鎖4?)を 持 ち,二 腎 で ヴ ァイ シ ャー

カ歩48)(vai緬kapada)で 立つ 。

 北 門 には 金 剛鈴(37)が い る。 身 色 は緑,金 剛 縛 で 金 剛鈴49)を 握 り,マ ンダ ラ歩50)

(mandalapada)で 立 つ。

 これ らの 四 尊51)は 二 重 蓮 華 と日輪 の 上 に立 ち,二 腎,三 眼,0面52)を そな え,逆

立 つ褐 色の 髪 と髭 を は や し53》,八 匹 の龍54)に よ って 飾 られ る55)。

2.第 二 重

2.1十  二  地

 次 に,内 マ ンダ ラ(第0重)の 外 の 第二 重 のマ ンダ ラ56)に は,東 方 に北 東 か ら右

廻 りに順 に十 二 地57)が い る。 いず れ も二 腎 で58),右 手 に金 剛杵,左 手 には 各 自の 持

物 を 持 つ。

 この うち,は じめ は信 解 行 地(38)が い る。 身 色 は蓮 華 の よ うな赤 色,赤 蓮 華59)を

持 つ。

 歓 喜地(39)。 身 色 は 赤60),如 意宝61,を 持 つ。

 離垢 地(40)。 身 色 は 白62),白 蓮 を持 つ。

 発 光 地(41)。 身 色 は赤63》,日 輪64)を のせ た二 重 蓮 華 を持 つ65)。

 焔慧 地(42)。 身 色 は緑 宝(marakata;エ メ ラル ド)の よ うな 色66》,青 い睡 蓮 を持 つ 。

 難 勝 地(43)。 身 色 は黄 色,手 を上 向 きに ひ ざ に 置 き67》,緑 宝 を 持 つ。

 現 前地(44)。 身 色 は金 色,般 若 経 の経 函 を のせ た蓮 華 を 持 つ68》。

 遠 行 地(45)。 身 色 は 紺 色,二 重 金 剛 を のせ た二 重 蓮 華69》を持 つ 。

 不 動 地(46)。 仲 秋 の 月 の輝 き を有 し70),月 の 上 に赤 い五 鈷 杵71)を のせ た蓮 華72)の

茎 を誇 ら しげ に73)持 つ。

 善 慧 地(47)。 身 色 は 白74),剣 を のせ た 睡 蓮 を 持 つ。

 法 雲 地(48)。 身 色 は黄 色,法 雲 で覆 わ れ た般 若 経 の経 函 を 持 つ。

 善 光地75)(49)。 身 色 は真昼 の太 陽 の よ うな 色76》,正 等 覚 を示 す 無量 光7?)の 仏像78)

を のせ た蓮 華 を持 つ79)。
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2.2十 二 波 羅 蜜

 南 には80》十 二 波羅 蜜 が い る。 い ず れ も二 腎 で,右 手 に は如 意 宝81),左 手 に は各 自

の持 物 を 持 つ。 ただ し般 若波 羅 蜜 は さ らに二 腎 を持 つ82)。

 この うち,は じめは宝 蓮華 波羅 蜜(50)が い る。 身 色 は赤,月 輪 を のせ た蓮 華 を 持 つ。

布施 波羅 蜜(51)。 身 色 は 白み を お びた 赤,さ ま ざ まな 穀 物 の穂83)を 持 つ 。

 持 戒 波羅 蜜(52)。 身 色 は 白,つ ぼみ の 付 い た ア シ ョーカ(無 憂)樹 の 花 の 房84)を

手 に す る。

 忍 辱 波羅 蜜(53)。 身 色 は 黄 色,白 い蓮 華 を 持 つ。

 精 進 波羅 蜜(54)。 身 色 は 緑 宝 色,青 い 睡蓮85》を持 つ 。

 禅 定 波羅 蜜(55)。 身 色 は紺 色,白 い蓮 華 を手 にす る。

 般 若 波羅 蜜(56)。 身 色 は美 し く輝 く黄 金 色86)。 般 若 経 の 経 函 を 上 に のせ た 蓮 華 を

持 つ 。 さ らに二 膏 で 転宝 輪 印 を結 ぶ87)。

 方 便 波 羅 蜜(57)。 身 色 はプ リヤ ング88)の よ うな緑 色,金 剛 杵89》を 上 に のせ た 黄 色

い蓮 華go)を 持 つ。

 願 波 羅 蜜(58)。 身 色 は青 い 睡蓮 の よ うな色91),剣 を 上 に のせ た 青 い 睡 蓮 を持 つ 。

 力 波 羅 蜜(59)。 身 色 は赤,般 若 経 の経 函 を持 つ 。

 智 波 羅 蜜(60)。 身 色 は 白,さ ま ざ まな 果 実92)で 飾 られ た 菩提 樹 の 枝 を持 つ 。

 金 剛業 波羅 蜜93)(61)。 身 色 は さま ざ ま な 色,二 重 金 剛 杵 を上 にの せ た青 い睡 蓮 を持

つo

2.3十 二 自 在

 西 方 に は94)十 二 自在95)が い る。 いず れ も二 腎 で,右 手 に は蓮 華96》,左 手 には誇 ら

しげ に各 自の 持 物 を 持つ 。

 命 自在(62)が い る。 身 色 は 白み を お び た 赤97),ル ビ ー(padmar緘a)の 上 に坐 し禅

定 印 を結 ぶ 無 量寿98)の 仏 像 を 持 つ 。

 心 自在(63)。 身 色 は 白,赤 い 五 鈷 金 剛杵 を持 つ99)。

 財 自在(64)。 身 色 は 黄 色,如 意宝 憧 を持 つ。

 業 自在(65)。 身 色 は緑,二 重 金 剛杵 を持 つ 。

 生 自在(66)・ 身色 は さま ざ ま な 色100》,さ ま ざ まな 色 の ジ ャ ーテ ィの枝101)を 手 に

す る。

 神 通 自在(67)。 身色 は 空 の よ うな紺 色102),日 輪 と月 輪 を上 に のせ た蓮 華 を 持つ103)。

 勝 解 自在(68)。 身 色 は 蓮 の根104)の よ うな 白,プ リヤ ングの 華 髭105)を 持 つ 。
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 願 自在(69)。 身 色 は 黄 色,青 い睡 蓮 を手 に す る。

 智 自在(70)。 身 色 は 青,剣 を のせ た 青 い 睡 蓮 を持 つ 。

 法 自 在(71)。 身 色 は 白 み を おび た 赤106),吉 祥 の瓶107》を 上 に のせ た蓮 華 を 持 つ108)。

 如 是 女109》(72)。 身 色 は 白,右 手 には 白 い蓮 華,左 手 に は 金 剛 と宝 の輪11u,を 持 つ 。

 仏 菩 提 女(73)。 身 色 は 金 の溶 液 の よ うな 色,右 手 に は五 鈷 金 剛 杵 を上 に のせ た 黄 色

い蓮華,左 手 には 輪 を の せ た如 意 宝 憧 を 持 つ。

2.4十 二 陀 羅 尼

 北 には十 二 陀 羅 尼 が い る。 いず れ も二 腎 で,右 手 に は二 重 金 剛 杵,左 手 には 誇 ら し

げ に111)各 自 の持 物 を 持 つ。

 この う ちは じめ はヴ ァス マ テ ィー112)(74)が い る。 身 色 は 黄 色,穀 物の 穂 を 持 つ。

 ラ トノ ール カ ー(75)。 身 色 は赤,如 意宝 憧 を 持 つ。

 ウ シ ュニ ー シ ャヴ ィ ジ ャヤ ー(76)。 身 色 は 白,月 長石 の瓶 を手 にす る。

 マ ー リーチ ー(77)。 身 色 は赤 み を お び た 白,糸 の つ いた 針113》を 持 つ。

 パ ル ナ シ ャバ リー(78)。 身 色 は緑 色,孔 雀 の 羽 根114)を 持 つ 。

 ジ ャ ー ン グ リー(79)。 身 色 は 白,毒 の 花 房 を 持 つ 。

 ア ナ ンタ ム カ0(80)。 身 色 は プ リヤ ングの よ うな 緑115),不 壊 の大 宝庫 で あ る瓶 を

上 にの せ た 赤 い蓮 華 を手 にす る116)。

 チ ュ ンダ ー(81)。 身 色 は 白,数 珠 を 懸 け た水 瓶117)(kamapdalu)を 持 つ。

 プ ラ ジ ュニ ャーヴ ァル ダ ニ ー(82)。 身 色 は 白,剣 を 上 に のせ た青 い睡 蓮118)を 持 つ 。

 サル ヴ ァカ ル マ ーヴ ァ ラナ ヴ ィシ ョーダ ニ ー(83)。 身 色 は緑,三 鈷金 剛杵 を付 けた

白み を おび た 赤 い蓮 華119)を 持 つ 。

 ア ク シ ャヤ ジュ ニ ャーナ カ ラ ンダ ー(84)。 身 色 は赤,宝 の箱 を持 つ 。

 サル ヴ ァ ブ ッダ ダ ル マ コ ー シ ャヴ ァテ ィ ー(85)。 身 色 は黄 色,蓮 華 の上 に さ ま ざ ま

な宝 の小 箱120)を 持 つ 。

2.5 四  無  硬

東 門 には 法 無磯(86)が い る。 身 色 は 白み を お び た 赤,両 手 で 金 剛 の鉤 と羅 索121)を

もつ。

南 門 には 義 無擬(87)が い る。 身 色 は緑 宝 色122),左 右 の手 で 宝 の 絹 索123)を 持 つ。

西 門 には 詞無 磯(88)が い る 。身 色は 赤124),両 手 で 両端 に蓮華 の付 いた鎖125)を 持 つ。

北 門 に は弁 無磯(89)が い る。 身 色 は緑 宝 色 の よ うな 緑,三 鈷 金 剛 杵 を付 けた 金 剛鈴
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を両手 に持つ。

2.6 四 供 養 女

 南東 に は喜 女126》(90)が い る。 身 色 は 黄 色,両 手 で 誇 ら しげ に二 つ の金 剛杵 を持 つ 。

 南 西 に は窒 女(91)が い る。 身 色 は榿 色127),両 手 で 宝 の環 を持 つ。

 北 西 には 歌 女(92)が い る。 身 色 は赤,両 手 で ヴ ィーナー(琵 琶)を 演 奏 す る128)。

 北 東 に は舞 女129)(93)が い る。 身 色 は緑,三 鈷 金 剛 杵 と金 剛鈴130》 を両手 に持 って

舞 う131》。

2.7 ま と め

 これ ら信 解 行 地 を 始 め とす る女 尊 た ちす べ て は,種 々の 宝石 で 輝 く衣 装 を着 け宝 冠

を い た だ く132)。 顔 に は笑 み をた た え,恋 情 の ラサ にあ ふ れ,工 重 蓮 華 と月 輪 の上 に

薩 唾 跡 践 坐 で座 る。 た だ し門 衛 は 日輪 の上 にい る。 あ るい は133),こ れ らの 門衛 も月

輪 に い る とい う説 もあ る134)。

3.第 重

3.1十 六 菩 薩

 第 三 重135)に は 北 東 か ら順 に136)菩 薩 た ちが い る。

 3.1.1東

 この う ち,東 の 帯 に は普 賢(94)が い る。 身 色 は黄 色,右 手 で与 願 印(varadamudr�)

を示 し,左 手 に は 剣 を のせ た青 い 睡蓮 を 持 つ。

 無 尽 慧(95)。 身 色 は 黄 色,右 手 は剣 を 持 ち,左 手 は 施 無 畏 印(abhayamudr�)を 示

しなが ら13?)蓮 華 を持 つ138)。

 地 蔵(96)。 身 色 は 黄 色,右 手 で 触 地 印(bh俍parsamudr�)を 示 し,左 手 に如 意樹

を のせ た 蓮華 を持 つ 。

 虚 空 蔵(97)。 身 色 は 緑 色,右 手 で あ らゆ る宝139)を 降 らせ な が ら140),左 手 に如 意

宝141)を 持 つ 。

 3.1.2南

 南 に は虚 空 庫(98)が い る。 身 色 は黄 色,右 手 には 如 意 宝 を,左 手 には 吉祥 の瓶 を下

げた 如 意樹142》を 持 つ 。

244



法界語自在マンダラの神々

 宝 手(99)。 身 色 は緑 色,右 手 は宝 を143》左 手 は月輪 をの せ た 蓮 華 を持 つ。

 海 慧144)(100)。 身 色 は白,右 手 は ほ ら貝 を左 手 は 金 剛 の剣 を持 つ145)。

 金 剛蔵(101)。 身 色 は青 い睡 蓮 の花 弁 の 色146),右 手 は金 剛 杵 を左 手 は 十 地経 の経 函

を持 つ 。

 3.1.3 西

 西 に は観 自在(102)が い る 。身 色 は 白147),右 手 で は 与願 印 を示 し,左 手 に は蓮 華148}

を持 つ。

 勢 至(103)。 身 色 は 黄 色,右 手 には 剣 を,左 手 に は蓮 華 を 持 つ。

 月 光(104)。 身 色 は 白,右 手 に は金 剛 の 輪 を,左 手 に は月 輪 を のせ た 蓮 華149)を 持 つ。

 網 明(105)。 身 色 は 白赤 色,右 手 に は剣 を,左 手 には 日輪 を のせ た蓮 華150)を 持 つ 。

 3.1.4 北

 北 に は無 量 光(106)が い る。 身 色 は 白,右 手 に は二 重 蓮 華151)を,左 手 に は 水瓶 を の

せ た 蓮 華 を持 つ 。

 弁 積(107)。 身 色 は黄 色,右 手 で 指 をは じ き152),左 手 は剣 を のせ た 蓮 華 を 持 つ。

 除 憂 闇(108)。 身 色 は サ フ ラ ンの よ うな 色,右 手 に は五 鈷 金 剛杵153》を,左 手 に は短

槍 を 持 つ 。

 除 蓋 障(109)。 身 色 は 青色,右 手 に は剣 を,左 手 に は二 重 金 剛 を 特徴 とす る旗154)を

持 つ 。

 3.1.5 ま と め

 これ らの 十 六 尊 は二 重 蓮 華 と月 輪 の上 に薩」垂跡 践 坐 で座 る。 宝冠 を い ただ き155》,

さま ざ ま な宝 石 と衣 装で 飾 られ る156)。 一 面 二 腎 で あ る。

 3.2 忽  怒  尊

 3,2.1 四 方157)

 東 門 に は水 牛 の 上 に ヤ マ ー ンタ カ(110)が い る。 身 色 は黒,鼓 腹 で あ る。 六 面,六

足158),六 腎 を そな え る。 右 手 に は鉤,剣,矢 を持 ち,左 手 は第 一 腎 で 羅 索 を持 ち な

が らタル ジ ャニ ーを示 し,残 りの手 には鈴,弓159)を 持 つ。 面,足 の特 徴 は前 章 と同

様 で あ る160)。

 南 門 に は161)プ ラジ ュニ ャ ー ンタ カ(111)が い る。 身色 は黄 色,黄 色 い 四 面 を 持つ 。

中央 の面 は恋 情 の ラサ,右 の 面 は大 口の ラサ162),後 ろの 面 は 激 しい暴 虐 の ラサ163),

左 面 は寂 静 の ラサ を そ なえ る。 あ る いは,こ れ らの色 は順 に 黄,青,赤,緑 で あ る164》。

八 腎 を持 ち,右 手 に は羅 索,金 剛 杵,剣,矢 を,左 手 に は 自分 の 胸 に 当 て た鉤165》,
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金 剛鈴166),短 槍,弓 を 持 つ。

 西 門 に はパ ドマ ー ンタ カ(112)が い る。 身 色 は赤167),赤 い四 面 を持 つ 。 中 央,右,

後 ろ,左 の各 面 は,順 に恋 情,暴 虐,滑 稽,寂 静 の各 ラサ を そな え る。 あ る い は これ

らの 面 の色 は順 に赤,黒,黄 色,白 で あ る。八 腎 を そな え,そ の うちの 左 右 の二 腎で

金 剛 の鎖 を持 ち,残 りの右手 に は金 剛 杵,剣,矢 を持 ち,左 手 は第 一 腎 に鈴 を 持 ち,

第 二 腎 は羅 索 を 持 ちなが らタ ル ジ ャニ ーを示 し,第 三 腎 に は 弓を 持 つ168)。

 以 上 の三 尊 は遊 戯 の姿 勢 で 立 つ 。

 北 門 に は ヴ ィ グナ ー ンタ カ(113)が い る。 身 色 は青,青 い四 面 を 持 つ169)。 あ る い は

これ らの面 の色 は順 に 青,黄 色,赤,緑 で あ る。八 腎 を持 ち,そ の うちの 左 右 の二 腎

は金 剛縛170)で 金 剛鈴171》を 持 つ。 残 りの 右手 に は剣,矢,鉤 を,左 手 は 第一一腎 で絹

索 を 持 ち な が らタ ル ジ ャニ ーを 示 し,第 三,第 四腎 に は 弓,鈴 を持 つ。 ヴ ィナ ーヤ カ

Vin繦akaを 展 左 で 踏 み つ け て立 つ。

 3. 2.2 四 維172)

 北 東 に は トラ イ ロ ーキ ヤ ヴ ィジ ャヤ(114)が い る。身 色 は青,青 い四 面 を有 す る173)。

中央 の 面 は葱 怒 を伴 った恋 情,右 は暴 虐,後 ろは 勇猛,左 は嫌 悪 の各 ラサを そ な え る。

これ らの面 の色 は,青,黄 色,赤,白 で あ る1?4)。 八 腎 を有 し,そ の うちの 二 腎 で金

剛 杵 と鈴 を持 ち胸 の 前 で ヴ ァジsラ フ ー ンカ ー ラ印1?5)(vajrahUrpk激amudra)を 結

ぶ。 残 りの右手 には剣,鉤,矢 を,左 手 に は金 剛杵176),羅 索,弓 を持 つ177)。 展 左 の

姿 勢 で 立 ち,左 足 で マ ヘ ー シュヴ ァラMahesvaraの 頬1?8)を,右 足 で ウマ ー Um�

の 胸 を踏 みつ け る。

 南 東 に は ヴ ァ ジ ュ ラ ジュ ヴ ァー ラー ナ ラ ール カ(115)が い る。 身 色 は 黒179),恋 情,

勇猛,嫌 悪,慈 悲180)の 各 ラサ を そ な え た四 面 を 有 す る。 あ るい は ま た,こ れ らの面

の色 は,青,白,黄 色,赤 で あ る。 八 腎 で,右 手 に は金 剛 杵,剣,矢,円 盤 を 持 ち,

左 手 に は鈴,羅 索,弓,旗181)の つ い た カ トヴ ァ ー ンガ182)を 持 つ 。 妻 を伴 った ヴ ィ

シ ュ ヌVi5puを 展 右183)で 踏 み つ けて 立 つ184)。

 南 西 に は ヘ ール カ ヴ ァ ジ ュ ラ(116)が い る。 身 色 は青 で185),青 い 四面 を有 す る。 中

央 の 面 は暴 虐,右 は 困惑,後 ろ は大 食186),左 は恋 情 を と もな った各 ラサ を そ な え る。

あ る い は ま た これ らの 面 の色 は青,赤,緑,白 で あ る。 八腎 で,右 手 には 五 鈷金 剛

杵187),矢,血 の 盗 れ た カパ ー ラ188)を,左 手 は 一 膏で 開い た蓮華 を胸 に 当て,残 り

の二 腎 で 弓,鈴 と旗 の つ い た カ トヴ ァー ンガ を持 ち,左 右 の二 腎 で マハ ーバ イ ラヴ ァ

Mah綯hairava(シ ヴ ァ)の 生 皮 を外 衣189)の よ うに持 つ190》。妻 を伴 った ブ ラ フマ ン

Brahmanを 展 左 で 踏 みつ けて 立 つ 。
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 北 西 に はパ ラマ ー シュヴ ァ(117)が い る。 身 色 は緑 色 で 緑 色 の 四 面191)を 有 す る192》。

中 央 は葱 怒 を伴 った 恋 情,右 は暴 虐 の ラサ を そな え,左 は ブ ラ フマ ンの よ うな 面 相 で

あ る。 あ る い は ま た これ らの 三面 の色 は緑,青,白 で あ る。 頭 頂 には 緑 色 の馬 の面 が

あ る。 八 腎 で,右 の第 一 腎 は 二重 金 剛 杵 と三 本 の旗 を 持 ち193)直 立 の 形 を,第 二 腎 は

三本 の旗 の 形 を つ くり194),残 りの 二 腎 に は剣 と矢 を 持 つ195)。 左手 に は楯 を持 っ た手

で二 重 蓮 華196》を,残 りの三 腎 で 短槍,杖,弓 を持 つ 。 展 右 と展左 の四 足 を 有 す る197)。

右 の第 一 足 で イ ン ドラ ーニ ーIndr縅iと シ ュ リー198)Sriを,第 二 足 で ラテ ィRati

とプ リーテ ィPritiを,左 の第 一 足 で イ ン ドラ199)Indraと マ ドゥカ ラ200)Madhu-

karaを,第 二 足 で ジ ャヤ カ ラJayakaraと ヴ ァサ ンタVasantaを 踏 ん で 立 つ201)。

 3.2.3上 下202)

 マ ンダ ラの 中 尊 の 上 の端 に は ウ シュ ニ ー シ ャチ ャ ク ラヴ ァル テ ィン(118)が い る。

身色 は 黄 色 で 黄色 の四 面 を持 つ。 あ る いは,黄 色,青,赤,白 の 四 面 を 持 つ。 八 腎 で

右 手 には 円盤,鉤,剣,矢 を,左 手 に は鈴,羅 索,数 珠,弓 を 持 つ。 遊 戯 の 姿勢 で 立つ 。

 中 尊 の下 に は ス ンバ ラー ジ ャ(119)が い る。 身 色 は 黒 で203),暴 虐,寂 静,滑 稽,恋

情 の 各 ラサ を そ な え た黒 い四 面204)を 持つ 。 あ るい は ま た 面 の色 は黒,白,赤,黄 色

で あ る。 八 腎 で,右 手 に は金 剛杵,鉤,剣,矢 を,左 手 に は鈴,羅 索,戟,弓 を 持つ 。

展 左205)で 立 つ 。

 3.2.4 ま とめ

 これ らの十 急 怒 尊 は 二 重蓮 華 と日輪 の上 に立 ち,各 々の 面 に は赤 い三 眼206),し か

め た眉 を有 し,虎 の生 皮 の上 衣 と下 衣207),頭 蓋 骨 の 環 の 頭 飾 を つ け,燃 え上 が って

逆 立 つ褐 色 の毛 髪 を有 し,褐 色 の 髭 を は や し,八 匹 の龍 王 と と もに威 嚇 す る208)。

4.3 八 供 養 女

 この第 三 重 の20P)四 維 の内 側 に は トラ イ ロー キ ヤ ヴ ィ ジ ャヤ な ど の 急 怒 尊四 尊 が お

り,そ れ らの 外側 の 線 の さ らに外 側 の 南東 を は じめ とす る四 維 を結 ぶ 線 の 右 側 には 華

女 以 下 の 四 尊 が,左 側 に は金 剛 色女 以下 の四 尊 が い る210)。

 この う ち[南 東 に は]華 女(120)が い る。 身 色 は黄 色,手 に花 の 器 を 持 つ。

 [南西 には]香 女(121)が い る。 身 色 は黒211),手 に 香 の 容 器212)を 持 つ。

 [北西 に は]燈 女(122)が い る。 身 色 は 赤,宝 の燈 明 の柄213)を 手 にす る。

 [北東 に は]塗 香 女(123)が い る。 身色 は 緑,員 殻 で で き た塗 香 の容 器214)を 手 に す る。

 [南東 に は]金 剛 色 女(124)が い る。 身色 は黄 色,鏡 を手 にす る215)。

 [南西 に は]金 剛 声 女(125)が い る。 身色 は緑,ヴ ィー ナ ーを手 に す る216)。
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 [北西 に は]金 剛 味 女217)(126)が い る。 身 色 は赤,塗 香 の 容 器218)を 手 にす る。

 [北東 に は]金 剛触 女219》(127)が い る。 身 色 は さ ま ざま な 色220),さ ま ざ まな 衣221》

を手 にす る。

 これ ら八 尊 は[0面]二 腎 で 宝 冠 を 付 け,さ ま ざま な衣 裳 と宝 石222)で 覆 わ れ,蓮 華

と月 輪 の上 に223)薩 唾脚 践 坐 を 組 む。

4.第 四 重

4.1護 方 神224)

 第 四 の 金 剛 族 の マ ンダ ラの 東 方 に は 白 象 ア イ ラ ーヴ ァタ225)Air縋ataに 乗 った イ

ン ドラ(128)が い る。 身 色 は 黄 色,右 手 に金 剛杵 を持 ち,左 手 で 明妃 の乳 房 を触 る226》。

 南 には 水牛 の上 に ヤ マ(129)が い る。 身色 は黒227》,杖 と戟 を持 つ 。

 西 には マ カ ラ(海 獣)の 上 にヴ ァル ナ(130)が い る。 身 色 は 白,七 匹 の龍 でで きた

傘 蓋 を 有 し蛇 の索 とほ ら貝 を 持 つ228)。

 北 には 人 間 の上 に クベ ー ラ(131)が い る。 身色 は黄 色,鉤 と棍 棒 を持 つ229,。

 北 東 には雄 牛 に乗 った イ ー シ ャ ーナ(132)が い る。 身色 は 白,三 叉 戟230》 とカパ ー

ラを 手 に し,頭 蓋 骨231)と 半 月 で髭 を飾 り,肩 か ら蛇 の 聖紐 を か け首 が青 い232)。

 南 東 には 山羊 の上 に ア グニ(133)が い る。 身 色は 赤 で杓 と水 瓶 を持 つ233)。

 南 西 に は羅 刹 の王 ナ イル リテ ィ(134)が い る。 身 色 は 青,死 体 の上 に乗 る。 剣 と楯

を持 つ234)。

 北 西 には鹿 の上 に ヴ ァーユ(135)が い る235)。 身色 は青,風 の 袋 を 持 つ236》。

 これ ら八 尊 は,四 脅 で 右 の 第 一 腎 に各 々の 第 一 の持 物 を持 ち,自 分 と同 じよ うな姿

を した 明 妃 を抱 い た左 の 第 一 腎 に第二 の持 物 を 持 つ。 残 りの二 腎 は頭 上 で マ ンダ ラの

中尊 に向 か って合 掌 す る237》。

4.2 ヒ ン ド ゥ ー 教 の 至 高 神

 イ ー シ ャ0ナ の近 くの 外 側 に北 東 か ら順 にブ ラフ マ ンな どが い る。

 この う ち,ハ ンサ鳥 の 上 に ブ ラ フマ ン(136)が い る。 身 色 は 黄 色,四 面 四 腎238),二

腎 で 数珠 と蓮 華 を持 ち239),残 りの 左 右 の手 で 合 掌 しな が ら240)杖 と水 瓶 を持 つ 。

 ガ ル ダ鳥 の上 に ヴ ィ シ ュ ヌ(137)が い る。 身 色 は黒 で 四 腎,二 腎 で 円盤 とほ ら貝 を

持 ち241》,残 りの左 右 の手 で 頭 上 で 合 掌 しな が ら242)棍 棒 と弓 を持 つ243》。
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 雄 牛 の 上 にマ ヘ ー シ ュヴ ァラ(138)が い る。 身 色 は 白,半 月 を飾 った 髭 を 結 い,四

腎,二 腎 で頭 上 で 合掌 し,残 りの手 で 三 叉 戟 とカ パ ー ラを持 つ244)。

 孔 雀 の 上 に カ ール テ ィケ ーヤ(139)が い る245》。 身 色 は 赤 で六 面24s》,右 の二 腎 で 短

槍 と金 剛 杵 を,左 の 二腎 で 野 鶏 と鈴 を 持 ち,残 りの二 腎 で合 掌す る247)。

 これ らの 四尊 は前 と同様 に 自分 と同 じよ うな 姿 を した 明妃 を抱 く248)。

 4.3母 神249)

 さて次 に ブ ラ フマ ー ニ ー(140)が い る。 容姿 や持 物 は ブ ラ フマ ン と同様 で あ る。

 ル ドラー ニ ー(141)は ル ドラと 同様 で あ る。

 ヴ ァイ シュ ナヴ ィ ー(142)は ヴ ィ シュヌ と同様 で あ る250)。

 カ ウマ ー リー(143)は カ ール テ ィケ ーヤ と同様 で あ る。

 イ ン ドラ ー ニ ー(144)は イ ン ドラ と同様 で あ る251)。

 次 にヴ ァー ラ ー ヒー(145)が い る。 身 色 は黒,ふ くろ う252)に 乗 り,四 腎で あ る。

左 右 の手 で ロ ー ヒタ魚 とカ パ ー ラを持 ち,残 りの 二腎 で 合 掌 す る253)。

 死 体254}の 上 には チ ャ ーム ンダ ー(146)が い る。 身 色 は赤 で四 腎,左 右 の手 で 曲刀

(kartri)と カパ ー ラを 持 ち,残 りの 手 で255)合 掌 す る256》。

 次 に ブ リンギ ー(147)が い る257》。 身 色 は黒 で やせ て い る。 は じめの 二 腎 で数 珠 と水

瓶 を持 ち,残 りの二 腎 で 合 掌す る258)。

 4。4 ガ ナ パ テ ィ な ど

 鼠 の上 にガ ナパ テ ィ(148)が い る 。身 色 は 白 で象 面,蛇 の聖 紐259)を 懸 け 四腎 で あ る。

右 の二 腎 には三 叉 戟 と甘菓 子 を,左 の二腎 に は斧 と大 根 を 持 つ260)。

 マ ハ ー カ ー ラ(149)。 身 色 は 黒,三 叉 戟 とカパ ー ラを 持 つ 。

 ナ ンデ ィケ ー シ ュヴ ァ ラ(150)。 身 色 は黒 で 太 鼓 に乗 る。 両手 で太 鼓 を叩 く。

 4.5九 星261)

 七頭立ての馬車の上に日天(151)が いる。 身色は赤,左 右の手で日輪を乗せた蓮華

を持つ。

 ハンサ鳥の上に月天(152)が いる。身色は白,左 右の手で月輪を乗せた睡蓮を持つ。

 山羊の上に262)火星(153)が いる。身色は赤,右 手に鎌を,食 べるような仕草で左手

に人頭を持つ。          、

 蓮華の上に水星(154)が いる。身色は黄色,弓 矢を持つ。
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蛙,も し くは カパ ー ラの 上 に263》木 星(155)が い る。 身 色 は 白,数 珠 と水 瓶 を持 つ 。

金 星(156)。 身色 は 白で 蓮 華 の 上 に264)立 つ 。 数珠 と水瓶 を 持つ 。

亀 の 上 に土星(157)が い る。 身 色 は 黒 で,杖 を持 つ 。

ラー フ(蝕)(158)。 身 色 は赤 黒 い 色,太 陽 と月 を両 手 に持 つ 。

ケ ー トゥ(彗 星)(159)。 身 色 は黒,剣 と蛇 の索 を持 つ。

4.6 バ ラバ ド ラ な ど

 象 の 上 にバ ラバ ドラ(160)が い る。 身色 は 白265),剣 と鍬 を持 つ 。

 コ ー キ ラ鳥(kokila)の 引 く車 の 上 に ジ ャヤカ ラ(161)が い る。[身 色 は緑 色 で266)]

四 腎,右 の二 腎 に華 髭 と矢 と,右 の二 腎 に杯(ca§aka)と 弓を 持つ267)。

 お うむ の 引 く車 にマ ドゥカ ラ(162)が い る。 身 色 は 白で 四腎,右 の二 腎 にマ カ ラの

憧 と矢 を,左 の二 腎 に杯 と弓 を持 つ268)。

 猿 の上 に ヴ ァサ ン タ(163)が い る。 身 色 は 白で 四腎,右 の二 腎 に矢 と剣 をJ左 の二

膏 に 弓 と杯 を 持 つ269》。

4.7 八  龍 王

 ア ナ ンタ(164),ヴ ァ ー ス キ(165),タ ク シ ャ カ(166),カ ル コ ー タ カ(167),パ ドマ

(168),マ ハ ー パ ドマ(169),シ ャ ン カ パ ー ラ(170),ク リカ(171)が い る 。 七 匹 の 龍 で

で き た 傘 蓋 を 有 し,合 掌 す る 。 あ る い は,各 自,父 が[右 手 に]持 つ 第0の 持 物270)を

持 っ て 合 掌 す る271)。

4。8八 阿 修 羅

 ヴ ェーマ チ トリ ン(172),バ リ ン(173),プ ラ フ ラーダ272)(174),ヴ ァイ ロ ー チ ャ

ナ273)(175)等 の偉 大 な 阿 修羅 の 王 が い る。 身 色 は黒,甲 冑で274)武 装 し,剣 や 楯 な ど

の さま ざ ま な武 器 を持 つ 。

4.9 ガ ル デ ー ン ドラ な ど

 ガ ル デ ー ン ドラ(176)。 合 掌 し,羽 を広 げ る275)。 身 色 は,足 の膝 まで が 白,膝 か ら

膀 ま で が黄 色,膀 か ら首 ま で が赤,首 か ら頭 が黒 で あ る。

 ドゥルマ キ ンナ ラ ラー ジ ェ0ン ドラ(177)。 身 色 は榿 色,ヴ ィー ナ ーを ひ く。

 パ ンチ ャ シカ(178)。 ガ ンダ ル ヴ ァの 王 で あ り,身 色 は黄 色,ヴ ィー ナー を ひ く276,。

 サル ヴ ァール タ シ ッダ(179)。 呪 文(vidy�)を 護 持 す る もの の王 で あ り,身 色 は
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白2?7),華 髭 を 持 つ 。

4.10 八 夜 叉

 プ ー ル ナ バ ド ラ(180)。 青 。 マ ー ニ バ ド ラ(181)。 黄 色 。 ダ ナ ダ(182)。 赤 。 ヴ ァ イ

シ ュ ラ ヴ ァ ナ(183)。 黄 色 。 チ ヴ ィ ク ン ダ リ ン278)(184)。 赤 。 ケ ー リマ ー リ ン(185)。

緑 。 ス ケ ー ン ド ラ(:.)。 黄 色 。 チ ャ レ ー ン ドラ(187)。 黄 色 。 プ ー ル ナ バ ドラ を は じ

め とす る これ ら の 夜 叉 の 首 領 た ち は シ トロ ン の 実 と マ ン グ ー ス を 左 右 の手 に 持 つ 。

4.11 ハ ー リ ー テ ィ0

ハ ー リー テ ィー(188)。 身色 は黄 色,穀 物 を両 手 に持 つ279)。 幼児 が い る。

4.12二 十 八 宿280)

 婁 宿281)(189)。 白 。 胃宿(190)。 緑 色 。 昂宿(191)。 紺 色。 畢 宿(192)。 榿 色 。 砦 宿

(193)。 黒。 参宿(194)。 黄 色 。 井 宿(195)。 黄 色。 鬼 宿(196)。 紺 色。 柳 宿(197)。 白。

星 宿(198)。 黄 色。 張宿(199)。 プ リヤ ング の よ うな緑 色。 翼 宿(200)。 金 色 。 診 宿

(201)。 白。 角 宿(202)。 金 色 。充 宿(203)。 黄 色 。 域 宿(204)。 黒。 房 宿(205)。 紺 色 。

心 宿(206)。 黄 色 。 尾宿(207)。 黄 色。 箕 宿(208)。 黒 。 斗 宿(209)。 黄 色 が か っ た 白。

女 宿(210)。 白 っぽ い榿 色。 虚 宿(211)。 黒 。 危 宿(212)。 黄 色。 室 宿(213)。 金 色 。 壁

宿(214)。 黄 色。 奎 宿(215)。 白 っぽ い榿 色。 牛 宿(216)。 紺 色。

 婁 宿 を は じめ とす る これ らの 女 神 た ち は,風 に な び く上 衣 と下衣 を ま と い282)合 掌

す る。 あ るい は ま た,こ れ らの 女 神 た ちは車 の上 に立 つ と知 られ て い る。

 4.13 ま  と  め

 シ ャク ラSakra(イ ン ドラ)を 始 あ とす る神 がみ は蓮i華の上 に立 ち,各 自,数 え き

れ な い ほ どの 春 族 た ち に囲 ま れて い る。 そ れ ぞ れ,さ ま ざ まな衣 裳 や宝石 な ど によ っ

て 飾 られ,マ ンダ ラの 中尊 で あ る世 尊(マ ン ジ ュ ゴー シ ャ)に 対 し礼 拝 し,吉 祥 の頒

歌 を あ らゆ る方 角 に向 か って歌 う。

4.14四 摂 菩 薩

東 方 を始 め とす る四 方 の 門 に金 剛 鉤283)等 の門 衛(217-220)が い る 。尊 容 は 中心 の マ

ンダ ラ284)の 四 尊 と同 じで あ る285)。
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5.部 族 の 規 定

 さて,偉 大 な ヴ ァィ ロー チ ャナVairocanaを 本質 とす る世 尊 マ ン ジ ュゴ ー シ ャ286》

は 清 浄 な る法 界 の 智恵 を 自性 と し,自 ら に似 た金 剛 薩 唾 の印 を つ け る。

 大 円鏡 智 を は じめ とす る四智 を順 に 自性 とす る阿 閾等 の四 如来287)と 八 仏 頂,ロ ー

チ ャナ ー はマ ン ジ ュゴ ー シ ャの 印 を つ け る。

 金 剛薩 唾 等 の 東 方 の四 菩 薩,マ ーマ キ ー,金 剛 鉤,十 二地,法 無 擬,ラ ース ヤ ー,

普 賢等 の東 方 の 四菩 薩,十 葱 怒 尊,歌 女,色 女288),そ して,第 四重 の東 方289》に位 置

す る神 が みは 阿 閾 の 印 をつ け る。

 金 剛宝 等 の 西方 の四 菩 薩,金 剛 索,十 二 波羅 蜜,義 無 擬,璽 女,虚 空庫 等 の南 方 の

四菩 薩,香 女,声 女,第 四 重 の 南 方 に位 置 す る神 が み は宝 生 の 印 を つ け る。

 金 剛 法 等 の 西方 の四 菩 薩,パ ー ンダ ラ ー,金 剛鍾,十 二 自在290),詞 無擬,華 女,

観 自在 等 の 西方 の四 菩 薩,燈 女,味 女,第 四 重 の 西 方 に位 置 す る神 が み は 阿弥 陀 の 印

をつ け る。

 金 剛 業等 の北 方 の 四 菩 薩,金 剛鈴,十 二 陀羅 尼,弁 無擬,舞 女,無 量 光等 の四 菩 薩,

塗 香 女,触 女,第 四 重 の 北方 に位 置す る神 が み は不 空成 就 の印 をつ け る。

6.マ ン トラの 規定

 マ ン ジ ュゴ ー シ ャの心 種子291)は 「ム ー ッフ」(m丨)で あ る。 「ア,ア ーハ292),す

べ て の如 来 の真 髄 よ,行 え,オ ー ン,フ ー ン,フ リー ヒ,世 尊 よ,知 恵 の化 身 よ,言

葉 に 自在 な る もの よ,偉 大 な 言 葉 を語 る もの よ,す べ て の 存在 物 を そ なえ た もの よ293),

虚 空 の ご と く無 垢 に して 清浄 な る法 界 の智 の源 よ,ア ーハ」 とい うの が 心 マ ン トラ294)

で あ る。 「オ ー ン,ア ム リタ ク ンダ リン よ,ヴ ィグ ナ ー ンタ カ よ,フ ーン」 とい うの

が ア ム リタ ク ンダ リン295)Amrtak叫dalinの マ ン トラで,す べ て の行 為 の た めの マ

ン トラ296)で あ る。

訳 註

1)マ ンダ ラの観想法で は,ま ずは じめにマ ンダ ラの尊格を生み出すための理想的な 「場」を設

 定 しなければならない。[立 川 1986b:74-76]に よれば,象 徴的な文字(b�a:種 子)か ら,
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金 剛 で で き た防 御壁 で あ る金 剛塙(vajrapr緻縒a)と 金 剛 籠(vajrapa�ara),そ して 金 剛 の大 地

(vajrabh伹i)な どを 生 み 出 す。

2)前 章 の マ ンダ ラ とはNPY第20章 の 「文 殊 金 剛 マ ンダ ラ」 を指 す 。 た だ し,第20章 で は,金

剛 籠 な どの観 想 方 法 はNPY第1章 「秘密 集 会文 殊 金 剛 マ ンダ ラ」 を参 照 す る よ う指 示 さ れて

い る(NG40,2-3)。 第1章 に は,金 剛塙,金 剛籠,そ して ヤマ ー ンタ カ以 下 の十 葱 怒 尊 の観 想

法 が説 か れて い る(NG1,20-2,9)。

3)十 念 怒尊 は マ ンダ ラ の四 方 四維 上 下を 守 る十 尊 の グル ー プで,名 称 と位 置は 次 の とお りで あ

 る。 ヤ マ ー ンタ カYam縅taka(東),プ ラジ ュ ニ ャー ンタ カPraj�ntaka(南),パ ドマ ー ン

 タ カPadm縅taka(西),ヴ ィグ ナ ー ンタ カVighn蚕ntaka(北),ア チ ャラAcala(北 東),タ

 ッキ ラー ジ ャTakkir司a(南 東),ニ ー ラ ダ ンダNiladaη4a(南 西),マ ハ ー バ ラMah綯ala

 (北 西),ウ シ ュニ ー シ ャチ ャク ラ ヴ ァル テ ィ ンUsn�acakravartin(上),ス ンバ ラ ー ジ ャ

Sumbhar司a(下)。 以 上 の十 尊 は護 輪(raks緜akra)と い う名 の 車 輪 状 の武 器 に乗 って マ ンダ ラ

を 妨 害者 た ち か ら護衛 す る。 護 輪 に は,各 尊 が乗 る十 本 の 輻 が あ る た め十 輻 輪(da"s縒acakra)

 と も呼 ばれ る。十 急 怒 尊 に 関 して は[羽 田野 1957:42一 岨][BHATTACHARI'1'A l968a:252-

256][MALLMANN 1964:111-134][頼 富 1985:162-164][立 川 1987a:132j参 照 。

4)「3.2急 怒 尊」 参 照 。

5)NPY第20章 「文 殊金 剛 マ ンダ ラ」 で は,仏 塔(caitya)が,尊 格 の住 居 で あ る楼 閣 の 「容 器」

 と して 観想 され る。た だ し,実 際 の 図像 例 に は仏 塔 は表 現 され な い 。

6)二 重 蓮華 は文 字 どお りに は 「あ らゆ る方 向 に花 弁 を 向 けた 蓮 華」 であ り,実 際 の図 像例 で は

 上 下 二 方 向 に花 弁 を開 い た 蓮台 と して 表 現 さ れ る。

7)金 剛 結 脚跣 坐 は,結 脚 跣 坐(paryafika)の 仏教 タ ン ト リズ ム流 の 呼称 で あ り,実 際 に は両 者

 は 同 じ姿 勢で あ る。結 脚 践 坐 につ い て は 【逸 見 1935:164-166]参 照 。

8)GGNl92,4,3=満 月の 輝 きをそ な え た御 身;チ ャ ンキ ャ13,1,7:身 色 は黄 色 。

9)金 剛 杵,宝,蓮 華,二 重金 剛 は,順 に阿 閥,宝 生,無 量 光,不 空 成 就 の 四仏 の シ ンボル で あ

 る。 こ の うち,二 重金 剛 は 日本で は掲 摩杵 と呼 ばれ,金 剛 杵を 十 字 に交 差 させ た形 態 を 持つ が,

 本来 は 「あ らゆ る方 向 に先 端(鈷)を 向 けた金 剛杵 」 とい う意 味 で あ る 。

10)[上 村 1985:571]に よ れ ば,ラ サ とは 「芸 術作 品 を 鑑 賞す る と き,鑑 賞 者 に生 じる美 的快

 感」 で あ り,伝 統 的 に は 恋情(sτhgara),滑 稽(h縱ya),慈 悲(karuηa),暴 虐(raudra),勇 猛

 (vira),恐 怖(bhay胝ka),嫌 悪(bibhatsa),驚 異(adbhuta)の 八 種 類 が あ る 。た だ しNPYに

 は これ 以 外 の ラ サ も登 場す る。

11)GGN 192,2,2:恋 情 な どの ラサ。 チ ャ ンキ ャは ラサ へ の言 及 を 欠 く。

12)GGNは この他 にマ ンジ ュ ゴー シ ャの 特 徴 と して 「若 者 の 飾 りに よ って 飾 られ,三 十 二相 八

 十種 好 をそ な え る」(192,2,3)を あ げ る。 パ ンチ ェ ンは 「各 面 は三 眼 を そ な え る」(95,4)と

 す る。 マ ンジ ュゴ ー シャの 実 際 の 作 例 は[CLARK 1965:115(4M 1)][LoxESx CHANDRA

 1986:373(Pl.1002)]参 照 。な お,[CLARK l965]に は この ほ か に第 二 重 の女 尊 の作 例 も含

 ま れ る(詳 し くは[田 中 1985:53-56]参 照)。

13)プ トン339,4とGDK457,6は 白傘 蓋仏 頂 と光聚 仏 頂 の 順 序 が逆 で あ る。[田 中 1987:

 178]は これ に従 う。

14)捨 除仏 頂 の チ ベ ッ ト訳 に は'od zer rnam par'phro ba(NTI-a, AT1,パ ンチ ェ ン96,1,チ

 ャ ンキ ャ13,2,0);rnam par'gro ba(NT4);rnam par'thor ba(GGN l 92,2,7,プ ト ン339,

 4,GDK458,1)の 三 種 類 が あ る。
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15)NT1-3, AT1:rgyal ba(勝[仏 頂]);NT4:rgyal ba'i stob(勝 力[仏 頂])。

16)NT1-3, AT1:gyen du gzung ba(上 向 きに握 る);NT4:gyen du srong bar brtson pa(上

 向 きに立 て る よ うにす る)。

17)NT1-3:rang gyi gdan la mnon pa(自 分 の 座 を お さえ る);NT4:rgyab ngos nas rang 9三

 gdan gnan pa([左 手 の1甲 で 自分 の 座を お さえ る);AT1:rang gi gdan la brten pa'o(自 分

 の座 に よ りか か る)。

18)面 と ラ サの 対応 がNT4は 他 の テ キ ス トと異 な る。 NT4:khro ba dang bcas pa/ g'yas pa'i

 zha l dkar po sgeg pa/ nub ser po drang po'i zhal gdangs pa/ g'yon pa dmar po dpa'ba mche

 bas ma mchu mnan pa〃 ・他 の テ キ ス トが 中央 の 面 を 「葱 怒 を と もな った恋 情 の ラサ」 とす る

 の に対 し,NT4は 「葱 怒 を ともな った ラサ」 と し,恋 情 の ラサを 次 の 右 面 に対 応 させ る。 そ

 の た め以 下 後 ろ の面 が 「暴 虐 の ラサ」 に,左 の面 が 「勇猛 かつ 牙 をむ き下 唇 を噛 む」 とな る。

19)「 タ ル ジ ャニ ー」 は人 差 指 を突 き立て た 手 の形 で,弾 劾,威 脇 を示 す 。 同 時 に羅 索 を持 つ こ

 と も多 い。[BHATTACHARYYA 1968b:439][LIEBERT 1976:295-296]参 照 。

20)清 水:馬 。

21)パ ンチ ェ ン96,5:青 。

22)NT4:lcags kyu,dzin pa'o(鉤 を 持 つ)。

23)GGNl92,5,2:弓,0索 。

24)NPYに は ラ サの 指定 はな い が, GGNは 「恋 情 な ど の ラサ を そな え る」(192,5,4)と す る。

25)Skt・:vajrabh縱a(金 剛語)に 対 応 す る語 が, NT1,3, AT1で はrdo rje bsrung ba(金 剛護)

 で あ る。NT2,4はSkt.に 一 致 す る。 チ ャ ンキ ャも 「金 剛護 」(13,3,6)と す る 。

26)ガ ル ダ 鳥Garudaは 半人 半 鳥 の想像 上 の 生 き物 で,ヴ ィシ ュヌ の乗 り物 と して 知 られ て い る。

 [DowsoN 1973:109-110]参 照 。

27)GGNは 不 空 成 就 の身 色 と中央 の 面 の色 を 黒,右 の面 を 白 とす る(192,5,5-6)。

28)AS2は 「寂 静 の」 か ら,十 二 地 の 第9番 不動 地 の 「蓮 華 の茎 を 」(NG55,23)ま で を 欠 く

 (AS2141b,7)0

29)GGN 192,5,7:鈴,弓,タ ル ジ ャニ ー。

30)NT1-31 chibs(御 馬);NT4:phyibs(意 味 不 明, chibsの 誤 りか? [Jaschke 1980:157]

 chibsの 項 参照);AT1:bzhon pa(乗 り物)。

31)清 水:開 敷 蓮 月 。

32)清 水:宝 髪 冠 。

33)Skt・:vicitraratn訪hara垣mbar互ratnamukutinahの チ ベ ッ ト訳 は テ キ ス トに よ って 解釈 が

 異 な る。ATI-s:rad na sna tshogs dang gos kyis brgyan pa!rin po che'i cod pan can no(さ

 ま ざ ま な宝 石 と 衣 裳 で 飾 られ,宝 冠を つ け る);NT4:rin po che sna tshogs kyis brgyan pa/

 mdzes pa'i bza'bsnams pa rin po che'i cod pan can no(さ ま ざ まな 宝石 で飾 られ美 しい衣 裳

 を 身 につ け宝 冠 を い た だ く);AT1:rad na sna tshogs dang gos cod pan can no(さ ま ざま な

 宝石 と衣 裳,冠 を有 す る)。 な お,カ トマ ン ドゥ市 内の仏 教 寺 院 チ ュシ ュ ヤ ・バ ハ ー ルChusya

 Bahalに は,こ れ ら の 四如 来 と 中尊 マ ンジュ ゴ ー シ ャが ほ おづ え に 彫 刻 され て い る[VAN

 KoolJ l977:51-56] 0

34)パ ンチ ェ ン96,4;95,5;97;1;97,2:東 を は じめ とす る四 方 に。

35)NT4:dal chen mo(大 マ ンダ ラ)。

36)末 尾 の補 遺 参 照 。
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37)[清 水 1983]に は 「これ に 関 して は,…  とい う説 もあ る」 の 部分 は含 ま れ な い 。

38)NT4:re'u mig(小 部 屋)。

39)ア バ ヤ ー カ ラ グフ。タはVAの 中 で,薩 埋 跡跣 坐を 「左 足 の大 腿 の 上 に右 足 を 置 き,左 足 を右

 足 の大 腿 の 下 に置 く」 坐 法 で あ る と説 明 して い る(VS131,5-6)。

40)NSi-zはt縒繧� 欠 く。

41)NT4:mi skyod pa dang/rin chen'byung ldan dangl snang ba mtha'yas(lang/(阿 閾 と宝

 生 と 阿弥 陀 と)。

42)清 水:赤 白色 。GGNl93,3,3:白 。

43)清 水:金 剛 と鉤 を 持 ち。GGN 193,3,3:金 剛 の鉤 を持 ち;パ ンチ ェ ン97,5:鉤 を持 ち。

44)左 足 を 曲 げ右 足 を そ の反 対方 向 に伸 ば して 立 つ 姿 勢 で あ る。[逸 見 1935:159]参 照 。

45)清 水:金 剛 と索 を 持 ち。 パ ンチ ェ ン97,5:羅 索 を持 ち。

46)展 右 の 左右 の 足 を逆 に した姿 勢 で あ る 。

47)NT4:rdo rje dang lcags sgrog(金 剛 と鎖)。 清 水:金 剛 と鎖 。

48)VAに よれ ば ヴ ァイ シャー カ歩 と は 「両足 を26ア ング ラ(約50 cm)外 側 に 向 け て 開 き,両

 膝 を 曲げ た」 姿 勢 で あ る(VS125,3-4)。

49)清 水:金 剛 と鈴 。GGN 193,3,5:金 剛 と鈴 。

50)VAで は,マ ンダ ラ歩 は 「ヴ ァイ シ ャ ーカ歩 の両 足 の 間 隔 を2ハ ス タ(約90 cm)に しハ ン

 サ鳥 の翼 の よ うな形 に した」 姿 勢 と規 定 さ れ る(VS125,4)。

51)清 水:四 菩 薩

52)NT4は 「一 面 」 に 対応 す る語 を欠 く。

53)チ ベ ッ ト訳 はテ キ ス トに よ って 解釈 が異 な る 。NT1-3:dbu skra dmar gser gycn du brdzes

 pa smra ra d血ar ser dang ldan pa(褐 色 の 逆 立 った 髪 と 褐 色 の 髭 を有 し);NT4:dbu skra

 dmar po gyen du brdzes shing rmang ra dmar po dang ldan pa(赤 い髪 は逆 立 ち,赤 い 髭 を

 有 し)。AT1はSkt.に 一 致 す る 。

54)NT:klu chen(大 龍)。

55)八 匹 の龍 につ いてNPY第11章 「ヴ ァジ ュ ラ フー ンカ ー ラマ ンダ ラ」 は,中 尊 ヴ ァジ ュ ラ フ

 ー ンカー ラVajrah伹k縒aの 装 身 具 と して次 の よ うに 詳細 に述 べ る。

   褐 色 の髪 には青 い アナ ンタAnantaを 巻 き付 け,赤 い タ ク シ ャカTak§akaは 耳飾 りに し,

   蓮 の 根 の よ うに 白 いマ ハ ーパ ドマMah縣ad.maは 理 路 に し,ダ ル バ 草 の よ うな 緑 色 を し

   た カ ル コ0タ カKarkotakaは 聖 紐 に し,白 い ヴ ァー ス キV縱ukiは 腰紐 に し,黒 く美 し

   い パ ドマPadmaは 足 輪 に し,黄 色 い シ ャ ンカパ ー ラSa�hap緲aは 腕 釧 に し,煙 の よ う

   な雑 色 の ク リカKulikaは 腎 釧 に して 巻 き付 け る(NG24,6-9)。

56)GGN 193,3,5,パ ンチ ェ ン98,1:陀 羅 尼 の マ ンダ ラ(gzung kyi dkyil'khor)。

57)NT4:sa bcu'i dbang Phyug rnams(十 地 の王 た ち)。

58)NT:zhal cig Phyag gnyis(一 面 二 腎)。

59)清 水:蓮 華 。 パ ンチ ェ ン98,1:蓮 華 。

60)GGN193,3,7:ル ビー の色 。

61)パ ンチ ェ ン98,1-2:般 若経 の経 函 。

62)GGNI93,3,8:水 晶 の色 。

63)GGNl93,3,8-0,1:朝 焼 けの 色 。

64)清 水:月 輪 。
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65)パ ンチ ェ ンは 「日輪 を の せ た」 を 欠 く(98,2)。

66)NT4=mar gad lta bu'i mdog ljang khu dmar p・can(赤 と緑 の 混 じ った 緑 宝色)。

67)NT4 mdun la gnas pa'i lag pa na(前 に 置い た 手 に)。 清水:さ しあ げて 。

68)パ ンチ ェ ン98,3:般 若 経 の 経 函 を持 つ 。

69)AT・=sna tshogs chu skye dang sna tshogs rdo rje(二 重 蓮 華 と二 重金 剛 杵)。

70)AT1:nam kha'i mdog can(虚 空 の色 をそ な え)。

71)NT4:zla ba la gnas pa'i lag pa dang rkyal gyis ma ra ga ta'i rdo rje(月 の 上 にあ る上 を 向

 けた 手 で五 鈷 杵 を[難 勝 地 の記 述 の混 入 か?])。

72)清 水:昼 蓮 華 。

73)[清 水 1983]はsagarvamの 訳 語 を 欠 く。

74)GGN 193,4,4:榿 色。

75)GGN193,4,5:仏 地(sangs rgyas kyi sa)。

76)AS1はahnaを 欠 く。NT1もahnaに 対応 す る語 を 欠 く。

77)NSI-2,4. ASはamit蚕bhaを 欠 く。Tib・ は いず れ もamit綯haに 対応 す る語 を欠 く。

78)NT1-3:bde bar gshegs pa'i sku gzugs(善 逝 の 御 像)3 NT4:bde bar gshegs pa'i sku(善 逝

 の 御か らだ)。

79)GGNI93,4,6,チ ャンキ ャ13,5,5:正 等 覚 を示 す 仏 像 を のせ た蓮 華 を 持 つ3パ ンチ ェ ン98,

 4:仏 像 を 持 つ 。

80)NT4:me'i mtshams nas lho'i phogs su(南 東 よ りは じめ て南 に は)。

81)GDK464,2=衆 生 の あ らゆ る願 い を成 就 させ るた め に 如意 宝 珠 を胸 に 持つ 。

82)NTq:phyag gnyis lhag Pas bzhi pa'o(さ らに二 腎 あ るた め四腎 で あ る)。

83)AT1:nyi ma(太 陽)。 清水:財 宝 。 GGN193,5,2:さ ま ざ まな 宝 と穀 物 の穂 。

84)Tib.は テキ ス トによ って 解 釈 が異 な る。 NT1-3:mya ngan med pa'i yal ga dang bcas pa'i

 me tog gi chun po(無 憂樹 の枝 の つ い た花 房);NT4:yal ga dang bcas pa'i me to99i sngong

 po(枝 の つ い た花 の[以 下 意 味不 明]);ATI:yal ga dang bcas pa'i mya ngan med pa'i me

 to99i chun po(枝 のつ いた 無 憂 樹 の花 房)。

85)Tib・:pad ma dkar po(白 蓮)。

86)清 水:黄 金 色 。

87)GGNl93,5,5,プ トン345,2:右 手 で は転 法 輪 印を 示 し,左 手 には般 若 経 の 経 函 を持 つ 。

 GDKは 蓮 華 を 持 たず,直 接,般 若 経 の 経 函 を左 手 に 持つ 以 外 はNPYに 一 致 す る(463,4-5)。

88)「 プ リヤ ング(priya血gu)」 は植 物 の名 称 で あ るが,何 を指 す か につ い て は ア ワ,カ ラシ ナな

 ど諸 説 が あ る[満 久 1977:151-152]。

89)NTz_3 ral gri dang rdo rje(剣 と金 剛杵)。

90)GGN 193,5,6:白 い蓮華 。

91)パ ンチ ェ ン99,2:紺 色 。

92)GGNl93・5・8,パ ンチ ェ ン99,3,チ ャ ンキ ャ14,1,4:さ ま ざま な宝 で 出来 た果 実 。

g3)清 水:業 波 羅 蜜。

94)NT4:lho nub nas brtsams nas nub du(南 西 よ りは じめて 西 に は)。

95)NG・NS=dv綸a"savasit�;AS:da"sava"sit縺ETib.もNTは 「十二 自在 」, ASは 「十 自在」で

 あ る。

96)チ ャ ンキ ャ14,2,3:赤 い 睡蓮 。
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97)NT4:tshe dbang ba dkar mo(白6、 命 自在)。

98)NT4:snang ba mtha' yas(無 量 光)。 GGN 194,1,3-4:禅 定 に入 った無 量 寿 仏 。パ ンチ ェ ン

 は 「ル ビー の上 に坐 し」 とい う規 定 を 欠 く(99,5)。

gg)NG:raktapa�as � cikava j radhar�;Ns2-4, AS:raktapa�a "s伀avaj radhar�;NS1:vi忌vavarpa

 vividhavarnaj� til at 緝ast綣NSLは 十 二 自在 の第6番 生 自在 の 記 述 の 混入 か?]。

100)清 水:緑 色 。 パ ンチ ェン99,6:緑 。                      .

101)Tib・ は テ キス トによ って解 釈 が異 な る 。 NTt-3:me to9'dza'ti kha dog sna tshogs pa'i

 yal'dab(さ まざ ま な色 の ジ ャー テ ィ花 の枝);NT4:kha dog sna tshogs pa'i khri shing(さ ま

 ざ まな 色 の ジ ャー テ ィ):AT1:snam pa sna tshogs pa'i indog can gyi dza'ti'i khri shing(さ

 ま ざま な種 類 の 色 をそ な え た ジ ャーテ ィの木)。 パ ンチ ェ ンは単 に 「ジ ャー テ ィの枝 」.と す る

 (99,6)。 な お,ジ ャー テ ィ(j縟i)は,ナ ツ メ グ と ジ ャス ミンの いず れ に も用 い られ る。

102)清 水:空 の よ うな暗 色 。GGN I 94,1,6:緑 。

103)清 水:蓮 華 の 上 に月 輪 を 置 く。

104)清 水:蓮 糸 。

105)GGN 194,1,7:プ リヤ ン グの花 房 。

106)NG:sit� raktavarnaをNS2_3:sitaraktavar垣 とす る 。 NS1:raktavarηa-;ASI:rakt恥

 AS2:sitarakt�; NT1-3:dkar mつ(白)∫NTg:dmar pD(赤);AT1:dkar mo(白);GGN 194,

 1,8:白 み をお び た赤;パ ンチ ェ ン100,1:赤 。 このよ うに法 自在 の 身色 に は 白,赤,そ して

 白み をお び た赤 の 三種 類 があ る。

107)NT4はbhadraに 対 応す る語 を 欠 く。 パ ンチ ェ ンは単 に 「瓶 」 とす る。

108)パ ンチ ェ ンは こ こまで の 十 尊 につ い て,面 数,膏 数,右 手 の持 物 の 規 定を こ こで 述 べ る 。

 (100,1-2)。GGNは 仏 菩 提女 の あ とに 「これ ら二 尊(如 是女,仏 菩 提女)の 坐 法,頭 飾 な どは

 自在女 た ち と同様 で あ る」 と述 べ る(194,2,2-3)。

109)清 水:如 是 自在 。GGNは 「如 是女 」 の 語 を欠 く。

110)AS:ratnama�ar3(宝 の 房)とAT;rdo rje rin po che'i snye ma(金 剛 宝 の房)は 一 致 し

 て い ない 。GGN 194,2,1:宝 で 出来 た木 の枝;パ ンチ ェ ン100,1:金 剛宝 の 房 。

111)GGNは 「ほ こ ら しげ に」 とい う規 定 を 欠 く。

112)清 水:善 意 陀 羅 尼女 。

113)GGNI94,2,6:針 と糸 。

114)GGN 194,2,7:木 の葉 の 集 ま り。

115)GGN 194,2,81黄 緑 。

116)パ ンチ ェ ン100,5:宝 の 瓶 を のせ た蓮 華 を手 に す る 。

117)NT4: spyi blugs la 'phyang ba'i bzlas pa'i phreng ba(水 瓶 に懸 け られ た数 珠)。

118)[清 水 1983]は 剣 に 関す る記 述 を欠 き,単 にr青 蓮」 とす る。

119)清 水:三 鈷金 剛の 印 をつ けた 瓶 。

120)NT1-3, AT1:dpe sgrom(経 函);NT4:snod(容 器)。 GGN 194,3,3:さ ま ざま な色 の小 箱 。

121)NT4は 「羅 索 」 に対 応 す る語 を欠 く。

122)NT1-3:pad ma,i ra ga(ル ビー)。

123)Skt・:ratnap�"saをTib・:rin po che'i zhags paに 従 い 「宝 の 網 索」 と解釈 す る。 清水:宝

 珠 と索∫Mallmann:1ejoyau et la co・de.

124)GGN 194,3,6:赤 み を お びた 白 。
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125)NTi-s, AT1:mtha'gnyis su padmas mtshan pa'i lcags sgro9(両 端 に蓮 華 の つ い た鎖):

 NT4:phyag gnyis na padmas mtshan pa'i l cags sgrog(両 手 に蓮華 のっ い た鎖)。 清水:両 手

 に蓮 花 の 印を つ け た鎖 を持 つ。

126)GDK467,4:金 剛喜 女 。

127)清 水:黄 色 。GGN 194,3,8:赤 み を おび た 白 。

128)NG, NS1-3, AS2:v記ayanti;NS4, AS1:v綸ayanti.清 水:持 つ 。

129)プ トン348,5,GDK467,5:金 剛 舞 女 。

130)NG:tris耐kavajraghaηt蕊 をNS3-4, AS2 :tri纐kavajravajragha噸 とす る。 NS1-2, AS1:

 tri "s伀avajraghant�. NT1-3, AT1:rdo rje rtse gsum pa dang dril bu(三 鈷 金 剛 杵 と鈴);NT4:

 rd・rje rtse gsum pa dang rdo rje dril bu(三 鈷 金 剛 杵 と金 剛 鈴)。 NT4はNS3-4, AS2に 一 致

 す る。

131)GGNI94,4,2:手 で 最 勝の 遊 戯 と舞 を な さ り,そ れ 以外 は喜女 と同 様 で あ る;プ ト ン348,

 5:両 手 で最 高 のi舞を な さ る;GDK467,6:最 高 の舞 をな さ る。

132)NT4:rin po che'i rgyan sna tshogs dang/rin po che'i cod pan sna tshogs dang ldan pa

 (さ ま ざま な 宝石 とさま ざ まな 宝 冠 を有 し)。

133)Tib.は 「あ るい は」 以 下 の解 釈 が テ キス トに よ って異 な る。NT1-3:gzhan de rnams kyang

 zla ba la gnas pa zhes zer ro(ま た,こ れ らの者 た ち も月 輪 に住 して い る とい わ れ る);NT4:

 de dag la'ang gzhan dag ni zla ba la gnas pa'o zhes so(こ れ らの者 た ちにつ い て,他 の 者 た

 ちは月 輪 に住 して い る とい う);AT1:gzhan dag ni de rnams kyang zla ba la gnas pa'o(他

 の者 た ちに よ れ ば これ らの者 もま た月 輪 に住 して い る)。[MALLMANN 1964:88]は 「た だ し,

 門衛 は」 以下 を 「あ る もの によ れ ば,門 衛 た ち は 日輪 に い る。他 の者 に 従 え ば,彼 らは月 に住

 して い る」 と訳 す 。[清 水 1983】 に は この 部分 の和 訳 は含 まれ な い 。

134)GGNに は 「2.7ま とめ」 に 相 当す る部 分 は な い。 プ トン, GDKに は門 衛 の位 置に 関 す

 る規 定 はな い 。パ ンチ ェ ン101,6,チ ャ ンキ ャ14,4,2に は 「門衛 は 日輪 の上 に住 す る」 との

 み あ り,月 輪 につ い て の言 及 は な い。

135)GDK468,1:法 マ ンダ ラ(chos dkyil)。

136)Tib.:dbang ldan nas brtsams nas(北 東 よ りは じめて)。

137)GGN194,4,5:法 を示 す し ぐさで 。

138)NS1:v互1nena kamaη4alu;NS2:mena kamandalu;NT1-3, AT1:g'yon pas mi'jigs pas

 padma(左 手 は施 無 畏[印 】で蓮 華 を);NT4:g'yon pas mi写igs pa'i phyag rgyas sphi blugs

 kyi bum pa(左 手 は 施 無畏 印で水 瓶を)。 NT4の 持 物 の水 瓶 はNS1-2に 一 致 す る 。

139)NT1-3:rad na sna tshogs(さ ま ざま な宝);NT4:rin po che sna tshogs(さ ま ざま な 宝);

 AT1:rin po che thams cad(あ らゆ る宝)。

140)清 水:与 え つ つ 。

141)NT4;yid sbyin gyi nor bu[yid bzhin gy� nor buの 誤 り?]. GGN 194,4,7:如 意 宝 憧;

 パ ンチ ェ ン102,2,チ ャ ンキ ャ14,1, 5:宝 。

142)NT1-3, AT1:bum pa bzang bo la'phyang ba'i dpag bsam gyi shing(吉 祥 の瓶 に 懸 け ら

 れ た如 意 樹);NT4:bum pa bzang bo'phyang ba'i dpag bsam gyi shing(吉 祥 の 瓶 を 懸 けた

 如意 樹)。GGN194,4,8:吉 祥 の瓶 に 懸 け られ た 如意 樹;パ ンチ ェ ン102,3:吉 祥 の 瓶 か ら下

 が った 如意 樹 。

143)GGN349,3:宝 を 与 え る よ うに す る 。
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144)清 水:大 海 慧菩 薩 。

145)NS1とASはvajraを 欠 く。 NTはNGに, ATはASに そ れ ぞれ 一 致 す る。 GGN I 94,

 5,1:左 手 に は剣 を 持っ 。

146)NS1とASはdalaを 欠 く。 NT1-3はNGに 一 致 す る。 NT4はNS1と 同 じ くdalaに 対

 応 す る語 を 欠 く。AT1はASに 一 致 す る 。

147)GGN194,5,2-3:身 色 は白,無 量 光 の化 仏 をつ け る。

148)NT:chu skyes dkar po(白 蓮)。 パ ンチ ェ ン102,4,チ ャンキ ャ14,4,8:赤 蓮 華 。

149)NT4:zla bas mtshan pa'i padma(月 を 印 とす る蓮 華)。

150)NT4:padma nyi mas mtshan pa(太 陽 を 印 とす る蓮 華)。

151)GGN 194,5,5:二 重金 剛杵 。

152)NG, NS1-2:cchotik乞 坦 をNSg一�, AS:ccho愈ik御dadatと す る 。 た だ し, NTはdadat

 に 対応 す る語 を欠 く。

153)GGN 194,5,7:さ ん ぜ ん と輝 く五 鈷 金 剛杵 。

154)NT4:pad ma(蓮 華)。

155)GDK470,1・2=観 音 を 除 き,宝 冠 を い た だ く。 観音 は無 量光 の 化 仏 を額 に付 けて い る 。訳

 註147)参 照 。

156)NTI-a:rin po che sna tshogs dang gos sna tsh◎gs kyis brgyan pa(さ ま ざま な宝 石 とさ ま

 ざま な衣 裳 で 飾 られ る)。

157)GGNは 四 維,四 方 の順 で あ る。

158)NSIは 等aηmukha恥a4caran鋤 を 欠 く。AT1は 「六足 」 に対 応す る語 を欠 く。

159)GGNl95,3,5-6:弓,鈴 。

160)面 の色 は中 央 の面 が 青,以 下,右 回 りに青,白,黄,赤,緑 で,こ れ らの 上 に青 い 第六 面

 が の る。足 の 姿 勢 は一 対 で 展右,一 対で 展 左,も う一 対で 金 剛 結脚 跣 坐 をす る(NG 51-52)。

161)NT4:Iho phyos kyi sgor(南 門1こは)。

162)清 水:嫉 妬 ラサ 。  '

163)NT4はSkt.:mah繧ﾉ 対 応す る語 を欠 く。 清水:葱 怒 ラ サ。

164)面 の色 につ いて は,GGNお よび,い ず れ の注 釈書 も身 色 と同 じで あ る との み説 き,各 面

 が 異 な る説 はあ げ られ て い な い。 これ は他 の葱 怒 尊 に おい て も同様 で あ る 。

165)GGN 195,0,3:鉤 を 持 って タル ジ ャニ ーを 示 す 。

166)ATIはSkt.:hrdya�usam vajra一 に対 応 す る語 を 欠 く。

167)NT4に は身 色 に 関す る記 述 が ない 。

168)GGN 195,4,3:左 手 は第 一 腎 で タル ジ ャニ ーを示 し,残 りの手 で 絹索 と弓 を持 つ 。

169)GGNは この あ と に 「恋 情 な どの ラサを そ なえ る」 と述 べ る(195,4,5)。

170)「 金 剛 縛 」 とは両 手 を 固 く組 む 手 つ きで あ る。

171)NTi-a:rdo rje dril bu(金 剛 鈴);NT4:rdo rje dang/dril bu(金 剛 杵 と鈴)3 AT1:dril bu

 (鈴)。GGN I 95,4,5:鈴3 GDK471,5:金 剛 と鈴 。

172)四 維 の 四 尊 の尊 容 はGGNとNPYの 間 で か な りの 異 同 が見 られ る。 この う ち, GGNの

 トライ ロ ーキ ヤ ヴ ィ ジ ャ ヤ,ヴ ァ ジ ュラ ジュ ヴ ァー ラー ナ ラー ル カ,パ ラマー シュヴ ァの記 述

 は,順 に 『成 就 法 の花 環 』 ε励 をαηα瀬1δ[BHATTACHARYYA l968b]Nos.262,263, 261と よ く

 0致 す る。 なお,ト ライ ロ ーキ ヤ ヴ ィジ ャヤの作 例 と して[HUNTINGTON 1984:PL l l O]が

 GGNの も の によ く一 致 す る。
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173)NT4:sngon po zhal bzhi ba(身 色 は 青,四 面 で あ る)。

174)[清 水 1983]は 面 色 の規 定 に触 れ て い な い。

175)ヴ ァジ ュ ラフ ー ンカ ー ラ印 は降三 世 印 と も呼 ば れ る。VAは,降 三 世 印 を 「金 剛杵 と金 剛鈴

 を もつ両 方の 金 剛 の拳 の 甲 を合 わ せて,両 方 の 小 指 をか らめ,両 方 の人 差 指 を伸 ばす 」(VA1

 34,2-3)と 規 定 す る。[GETTY I962:20]と[GORDON 1978:23]の 解 説 と図像 例 で は小 指

 を か らめて い な い。 清 水:金 剛 剣 字 印。

176)清 水;戟 。

177)GGN 195,1,34:左 手 に は 弓,羅 索,金 剛杵 を 持 つ 。

178)清 水:頭 。

179)AT1はSkt.:krsnaに 対 応 す る語 を 欠 く。 これ はNGと 一 致す る。

180)GGN 195,1,6:慈 悲 な ど。

181)GGNI95,1,7-8:さ ま ざ ま な旗 。

182)カ トヴ ァー ンガ は先 端 に 頭 蓋骨 な どを連 ね た棒 で あ る 。[GoRDoN l978:17][MALLMANN

 1975:P1. II-8]参 照。

183)GGNI95,2,1:展 左 。

184)ヴ ァジsラ ジsヴ ァー ラ ーナ ラール カ の尊 容 につ い て,GGNは この ほか に八 龍 の 装 身 具

 をあ げ る(195,1,8-2,1)。

185)NT4は 面 色 の 青 へ の言 及 を欠 く。

186)NTI_3:rab tu dga' ba'i bzhad pa(歓 喜 の 笑 い)・;NT4:rab tu dga'bar byed pas myos

 pa(歓 喜 させ る ことに よ って 酔 い しれ);AT1:rab tu dga'bas bzhad pa(歓 喜 に よ る笑 い)。

 清水:酩 酊。

187)GGN195,2,2:先 端 の 輝 く金 剛 杵。

188)カ パ ー ラは入 間 の頭 蓋 骨 で作 った 容器 で あ る 。[GoRDoN l 957:15][MALLMANN 1975:

 Pl. II-10】 参 照 。

189)NTI-a:rlung gis gos(風1こ よる衣[gisはgiの 誤 りか?]);NTz_n:rlung 9量gos(風 の衣);

 AT1:rlung ras(風 布)。

190)GGNは ヘ ール カ ヴ ァジ ュ ラの 持 物 を以 下 の よ うに規 定 す る。 右 の 第 一 腎 は先 端 の輝 く五

 鈷 杵,左 の 第一 腎 は旗 と鈴 を付 け た カ トヴ ァー ンガ,左 右 の 第二 膏 で マ ハ ーバ イ ラヴ ァの生 皮

 を 外 衣 の よ うに持 つ 。 左 右 の第 三膏 で 矢 と弓,右 の第 四 腎 で 血 の溢 れ るカパ ー ラ,左 の 第 四腎

 で 肉に 満 ちた カパ ー ラを そ れ ぞれ 持 つ(195,2,3-5)。

191)NG, NSa : "sy緡ah catur一 をNS4, AS:sy緡ah "sy緡acatur一 とす る。NSi_2は ξy互㎞acatur一

で あ る。Tib.はNT1-3がNS1-2に, NT4がNS4, ASに, AT1がNG, NS3に そ れぞ れ 一致

 す る。

192)GGN195,2,7:三 眼 を そ な え る。

193)NT4:sna tshogs rd6・づe ba dan dang bcas(二 重 金 岡 杵 と旗 を と もな い):AT1はsna tsh・gs

 rdo rje ba dan dang ldan pas(二 重 金 剛 杵,旗 を と もな って)。

194)右 の 第一,第 二膏 に 関 してGGNは 「(第一 胃 で)三 本 の旗 の よ うに二 重金 剛 杵 を威 嚇 の手

 つ きで 持 ち… …(第 二 腎 で)三 本 の旗 の よ うに直 立 の 手 つ きをす る」(195,2,8-3,1)と す る。

195)ATI :gsum pas ral gri!bzhi bas mda'(第 三 腎 に は剣 を,第 四 腎 に は矢 を持 つ)。 清水:剣,

 弓を 。

196)NT4:padma(蓮 華)。 GGN 195,2,8:カ トヴ ァー ンガ と二 重 蓮 華 。
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197)GGN 195,3,2:展 左 の 四足 を 有 す る 。

198)GGN195,3,2:イ ン ドラ とイ ン ドラー ニ ー。 プ トン とGDK{まNPYに 一 致す る。

199)GGN 195,3,3:シ ャ ク ラ;パ ンチ ェ ン105,1:イ ン ドラーニ ー。

200)GGN 195,3,3:ヴ ィ シ ュヌ。

201)パ ラマ ー シ ュヴ ァに踏 み つ け られ る これ らの神 が み は ヒ ン ドゥー教 の 神 で あ る。 イ ン ドラ

 ー ニ ー,シ ュ リー,ラ テ ィ,プ リーテ ィは,順 にイ ン ドラ,マ ドゥカ ラ,ジ ャヤカ ラ,ヴ ァサ

 ンタ の妻 で あ る。

202)GGNは 上下 の 念怒 尊 を 含 ま ない 。

203)パ ンチ ェ ン105,2:青 。

204)NG, NS1:-anvitacaturvaktrahをNS2-4:-anvitakr§pacaturvaktraめ とす る。 ASは 一an-

 vitah krsnacaturvaktrahで あ る。 NTI_sはNS2-4に, NT4はNG, NSIに, AT1はASに そ

 れ ぞ れ0致 す る。

205)NS1は緲idhaで 写本 の第62葉 の 表 が 終 わ り,ス ンバ に 関す る記 述 も こ こで終 わ って い る。

 NGでBhttacharyyaが 用 い た写 本Bは, NS1と の 共 通 点 が数 多 く認 め られ る が,こ の箇 所 は

 葉 の途 中 に もか かわ らずNS1と 同 じ くス ンバ の 記 述 は�1�haで 終 わ って い る 。 これ は 写本B

 がNS1以 降 に成 立 し,そ の 系 統 に属 す るた め であ る と考 え られ る。

206)NS4, AS:raktavartulatrinetr緝(赤 く丸 い三 眼)。

207)清 水:虎 の皮 の 上衣 を ま と い。

208)清 水:八 竜 を 飾 って い る 。

209)NG:-mandalasyaをNS, AS:-map4alasyaivaと す る。 Tib・ はAT1に の み, evaに 対 応

 す る語 で あ るnyidが 認 め られ る 。

210)GGNは 華女 以 下 の 四尊 は四 維 に,金 剛 色女 以 下 の 四 尊 は四 方 の門 に住 す る とす る(195,5,

 1-3)。

211)パ ンチ ェ ン105,6:青 。

212)Tib.よ り 「香 の容 器 」 と解 釈 す る 。 Skt.:ka‡acchロ は意 味 が明 らか で はな い。 清水:香

 炉 。

213)清 水:宝 灯 竿 。GGN 194,1,8=灯 明 の 柄 。

214)清 水:香 具 。

215)GGN195,5,1:右 手 に 鏡 を持 つ 。

216)GGN 195,5,2:金 剛 の ヴ ィー ナ ー を手 にす る。

217)GGN195,5,2:金 剛 香女(rdo rje dri)。

218)パ ンチ ェ ン106,1,チ ャ ンキ ャ15,4,7:味 覚 の器(ro'i snod)。

219)GGN 195,5,3:金 剛 味 女(rdo加ro ma)。

220)パ ンチ ェ ン106,1:緑 。

221)GGNI95,5,3:味 覚 の 器 。

222)NS1-2はratna(宝)の かわ りにrakta(赤 い)と あ る。

223)[清 水 1983]は 座 を 「月 輪 の 中で 」 とす る 。

224)護 方 尊(dikp緲a)は 世 界 を 守 る と考 え られ た ヒ ン ド ゥー 教 の神 が み で,護 世 神(lokap緲a)

 と も呼 ばれ る。[BANERJEA 1974:519-529]参 照 。 な お, NPYは 護 方 神 を 四方,四 維 の順 に

 説 くが,GGNは 北東 の イー シャー ナ か ら順 に右 回 りに説 く。

225)神 が み が アス ラ(asura)と と もに乳 海 を 撹 伴 した と きに 現れ た とされ る象 で,イ ン ドラの
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 乗 り物 と して 知 られ る。[DowsoN l 973:9]参 照。

226)GGN 195,4,6:金 剛杵 を 手 にす る(左 手 に 関す る規 定 はな い)。

227)パ ンチ ェ ン106,3:青 。

228)NT4:phyag gnyis na dun dkar po'dzin pa/sbrul gyi zhags pa'o(二 腎 に ほ ら貝 を 持 つ 。

 蛇 の索 を[持 つ])。GGNI96,1,1:蛇 の索 を持 つ;プ トン355,3:ほ ら貝 と蛇 の索 を 持 つ;

 GDK475,6:右 手 に ほ ら貝,左 手 に蛇 の 索 を持 つ。

229)NT4:lcags kyu dang shag t� dang dbyug to'dzin pa'o(鉤 と短 槍 と棍 棒 を持 つ)。

230)GGNI95,5,4:三 鈷 の カ トヴ ァー ンガ 。 プ トン, GDKはNPYと 同 じであ る。

231)NT4はkap�13に 対 応 す る語 を欠 く。

232)GGNは 「頭蓋i骨 と半 月 … … 首 が青 い」 の部 分 を欠 く。 プ トン354,6:二 膏 で合 掌 し,頭

 上 に置 く。

233)NT1-3:blugs gzar dang spyi blugs(杓 と水 瓶)3 NT4:glugs bzar gyi spyi blugs(杓 の水

 瓶);ATi blugs gar spyi blugs(杓,水 瓶)。 GGN 195,5,7:右 の二 腎 に杓 と杖 を,左 の二腎 に

 数 珠 を 水 瓶 を持 っ 。

234)NT4 ral gri gdengs pa dang ri dags gsod pa'i phyag rgya'dzin pa'o(剣 を 振 り上 げ,動 物

 を 殺す 手 つ きをす る)。

235)NS1はmrge v繦uhを 次行 の(i)6apra頃m醐alayabの 代 わ りに置 く。

236)GGNI95,5,7:旗 を持 つ 。

237)NG:nilotpaladhar緝はNS1以 外 のSkt., Tib.い ず れ の テ キ ス トに も含 ま れ ない 。 NS1

 は直 前 のv繦uの 記 述 が この 部 分 に混 入 して お り, NGも ヴ ァーユ の身 色 と持 物 の規 定(nYlo

 v互taputadhara切 との混 同 と考 え られ る。NGの 脚 注17,お よ び訳 註205)参 照 。

238)NTi-3 :zhal bzhi ni ser po'o(四 面 は黄 色 で あ る)3 NT4:zhal bzhi yang ser po'o(四 面 も

 黄 色 で あ る)。

239)NT4:… …'dzin pas thal mo sbyar ba(… … を 持 ち合 掌 す る)。 GGNI96,1,1:蓮 華 と数

 珠 を持 つ 。

240)GGNは 前 半 の二 皆 で 「合 掌 す る」 と述 べ る。

241)NT4=dung dang'khor lo'dzin pas spyi bor thal mo sbyar ba(ほ ら貝 と円盤 を 持 ち,頭

 上 で 合 掌す る)。NS2は §ahkhaの か わ りにkhadga(剣)と す る。

242)NT4はkrt胝jalirに 対 応 す る語 句 を 欠 く。

243)GGNI96,1,6:弓 と棍 棒 を 持 つ 。

244)GGNl96,1,7:三 叉 戟 と カパ ー ラを持 ち,頭 上 で合 掌 す る。 明妃 た ちの集 ま りに よ って 囲

 ま れ る。

245)GGNl96,1,8:少 年 の よ うな 表情 。

246)NTi-3, AT1に は 「六 面」 の後 にphyag drug pa(六 骨)の 語 句 が あ る。

247)パ ンチ ェ ン107,4:頭 上 で 合 掌 す る 。

248)GDK476,5:カ ー ルテ ィケ ー ヤを の ぞ き,シ ャ ク ラ(イ ン ドラ)以 下 の 十一 尊 は左 側 に各

 自 の明妃 を ともな い,頭 上 で合 掌 し,世 尊(マ ンジ ュ ゴー シ ャ)に 礼拝 す る姿 勢 を と る。

249)GGNは ブ ラフマ ー ニ ーか らガ ナパ テ ィま で を二 十 八宿 のあ とに説 く (196,4,5E)・ 母 神

 に つ いて は[立 川 1984,1986a,1986c]参 照 。

250)パ ンチ ェ ン107,4-5と チ ャ ンキ ャ16,1,4は ル ドラーニ ー と ヴ ァイ シ ュナ ヴ ィーの 記 述 の
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 順 が 逆 で あ る。

251)AT1はindr互 耳i indravatに 対 応 す る語 句 を 欠 く。

252)GGNl96,4,6:死 体 。

253)GGNは 持 物 を ロー ヒタ魚 とカパ ー ラ とす る のみ で,膏 数 と 合 掌 につ いて は 言 及 しな い

 (196,0,6)。 ロー ヒタ魚(rohita)は 魚 の0種 と され る が,詳 細 は不 明 。

254)AT1は チ ャー ム ンダー の記 述 の 前 にbyi ba la tshogs bdag(鼠 の上 に ガ ナパ テ ィ)と ガ ナ

 パ テ ィに 関す る記 述 が混 入 して い る。

255)NG, NSI_3:savyetar�;NS4:savyetar五'par綯hy緡;AS:savyetarakar�'par五bhy互1P・

 Tib.はNT1_3がNS4に, NT1がNG, NS1-3に, AT1がASに それ ぞ れ一 致 す る。

256)GGNは 「残 りの 手 で合 掌 す る」 を 欠 く。

257)GGNは ブ リ ンギ ー の尊 名 の みを あ げ,尊 容 につ いて は言 及 しない(169,4,7)。

258)ブ リンギ ーの腎 数 はSkt.か らは 二腎 であ るの か,四 腎 で あ るの か明 らかで はな い 。二 膏 の

 場 合,左 右 の手 で 数 珠 とカ マ ンダ ル を持 ちな が ら合 掌 し,四 腎 の場 合 は和 訳 の よ う にな る 。

 NT1-3は 明確 に 四膏 で あ る と述 べ る 。 NT4はSkt.同 様,胃 数 が明 らかで は な い。 な お, AS

 はkrt醐hhの 前 にdv綯hy緡(二 膏 で)と あ り,四 腎 であ る ことが わ か る。 AT1はASに 一

 致 す る。GDK480,5:頭 上 で合 掌 す る。

259)聖 紐(yaj�pavi la)は ウパ ナ ヤ ナ(upanayana;入 門式)を 終 え た再 生 族 が身 につ け る紐 で

 あ る 。

260)GDKは ガ ナパ テ ィの後 に,両 手 に宝 の壺 を もつ 地 神Prthiv�ev�� 加 え る(480,6-481,1)。

 した が って,GDKの 場 合,全 体 の尊 格 数 は219尊 に な る。

261)九 星 の 研究 に は[MITRA l965][PAL 穩iCl BHATTACHARYYA 1969][清 水 .;,]が あ る。

262)GGN 196,2,3:象 の上 に。

263)GGN 196,2,0:蓮 華 の上 に。

264)GGN 196,2,4:壷 の 上 に。

265)GGNI96,2,5:黒 。

266)NG, NS:omit sy緡as;AS:sy縒na"s;NT1-3=ljang gu bya ko ki la'i shing rta la zhon pa

 ljang gu(緑 色,コ ー キ ラ鳥 の 車 に乗 り,緑 色);NT4:ljang khu(緑 色)。 いず れ の 注 釈書 も

 身 色 は緑 と規 定 す る。

267)GGNI96,2,6:弓 と杯 を 持 つ 。

268)GGN 196, 2,6-7:弓 と杯 を持 つ 。

269)NT1-3:btung ba'i snod dang gzhu(杯 と 弓)。 GGN196,2,7:手 に矢,弓,杯,剣 を 持

 つ0

270)NT1-3:yab kyi g'yas pa'i phyag mtshan gyi gtso bo(父 の右 手 の 第一 の持 物);NT4:rigs

 bdag gi phyag mtshan gyi gtso bo(部 族 主 の第 一 の 持物)。

271)GGNお よ び いず れ の 注釈 書 に も 「あ るい は 各 自...合 掌 す る」 の部 分 を 欠 く。 た だ し,

 GGNは 次 の よ う に述 べ る 。「この うち アナ ンタ と ク リカ はバ ラモ ン姓 で,身 色 は赤,ア グ ニの

 子 で あ る 。 ヴ ァー ス キ と シ ャ ンカパ ー ラは ク シ ャ トリヤ姓 で 身色 は黄,シ ャ ク ラの子 で あ る。

 タ ク シ ャカ とマ ハ ーパ ドマ は ヴ ァイ シ ャ姓 で身 色 は黒,ヴ ァー ユの 子 で あ る。 カ ル コ ータ カ,

 パ ドマ は シュー ドラ姓 で 身 色 は 白,ヴ ァル ナの 子 で あ る」(196,2,8-3,2)。 ま た プ トン とGDK

 は身 色 の み をあ げ る が,そ れ らはGGNの もの と一 致す る。

272)GGN 196,3,2:プ ラナ ンダ(rab dga')。
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273)AT1はva三rocanaに 対 応す る語 を 欠 く。

274)NTI-3:go cha sna tshogs(さ ま ざ ま な甲 冑)。

275)GGN 196,3,3:広 げ た羽 は さま ざ まな 色 。

276)GGNは 「ヴ ィー ナを ひ く」 に対 応 す る語 を 欠 く。

277)GGN 196,3,6-7:金 色 。

278)NTi-3:bi tsi kundha li;NT4:pi tsi kum dha li(ヴ ィチ ク ンダ リン)。 GGN 196,3,8;

 パ ンチ ェ ン109,5,チ ャ ンキ ャ16,3,8:ヴ ィチ ク ンダ リン。

279)Skt.:jad�ﾍ 意 味不 明 。 Tib・ はNT:zam gyi chang bu;AT1=chang bu。 こ こで は[DAs

 l986:408]のchang buの 項 の 説 明 に従 う。                 層

280)二 十八 宿 の身 色 は注 釈 書 に よ って 相 違 が多 くみ られ るが,逐 一 指 摘 しない 。

281)NT4は 婁 宿(asvin)の 訳 語 と して,一 般 に第 三 宿 昂宿(krttik司 の訳 語 で あ るsmin drug

 を あて る。 そ の た め,NT1-3, AT1とNT4の あい だ で は二 十 八 宿 の訳 語 の 対応 がふ た つ ずつ

 ず れ る こ とに な る。

282)NTI-3:sto 9'yogs g'yo ba dang bcas pa(な び く上衣 を ま とい);NT4:sto g'yogs dang

 smad g'yogs g'yo dang bcas(な び く上 衣 と下 衣 を ま とい);AT1:9'yo ba dang bcas pa'i sto

 g'yogs yong su'dzin pa(な び く上 衣 を し っか り持 つ)。

283)NT1-3, AT1:rdo rje l cags skyu ma(金 剛鉤 女)。

284)NT4:nang gi sgo(内 の 門)。 .

285)「1・5四 摂菩 薩 」 参照 。 な お,プ トン359,4とGDK 481,4-6は 門衛 と して,ヤ マ ー ンタ

 カYam縅taka,ア パ ラー ジタApar緞ita,ハ ヤ グ リーバHayagriva,ヴ ァジ3ラ バ イ ラヴ ァ

 Vajrabhairavaの 四尊 を四 摂 の さ らに外 に 置 く。

286)NT4:bcom ldan'das rnam par snang mdzad chen po'i bdag nyid ni'jam pa'i dbyangs

 te(偉 大 な世 尊 ヴ ァイ ロー チ ャナの 本質 はマ ン ジ3ゴ ー シ ャで あ り)。

287)大 円鏡 智 が阿 閥 に,平 等性 智 が宝 生 に,妙 観 察 智 が 阿弥 陀 に,成 所作 智 が 不 空成 就 にそ れ

 ぞ れ対 応 す る。

288)NTI_s:rdo rje gzugs ma(金 剛色 女);NT4:gzugs rdo rje ma(色 金 剛 女);AT1:gzugs

 ma(色 女)。

289)ASはp侔vaを 欠 く。た だ し, AT1はshar(東)を 含 む 。

290)NG:dv綸a"sa va"sit綸ayoをAS:dv綸a"s繦urva"sit綸ayoと す る。 Tib.はNTがASに 一

 致 し,ATはtshe dang dbang ma bcu gnyis(十 二 の命 と 自在)と あ る。

291)心 種 子 とは,そ れ ぞれ の 尊格 を 象 徴 す る単 音 節 の マ ン ト ラ で あ る。[BHATTAcHARYYA

 1968a:433]参 照 。

292)こ の箇 所 はNS1:a訪;NS2-3:a1P油;AS:a�;NTユ_3:a�;NT4:a ah;AT1:0m a

 緝と 多 岐 にわ た る。

293)NG:sarvadha㎜agagana一 をsarvadharma gagana一 と二 句 に分 け る。

294)心 マ ン トラ は,各 尊 格 固 有 の マ ン トラで あ る。

295)日 本 で は 軍茶 梨 明 王 の名 で 知 られ る忽 怒尊 であ る。[頼 富 1985:102-104]参 照 。

296)す べ て の 行為 に関す るマ ン トラと は,さ ま ざま な 仏教 の 実践 にお い て各 行 為 が支 障 な く成

 就す るよ うに唱 え られ るマ ン トラで あ る。
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サ ン ス ク リ ッ ト ・テ キ ス ト

国 以下にあげたのは 『完成せる ヨーガの環』第21章 「法界語 自在 マ ンダ ラ」 のサンスク リッ ト

・テキス トである。使用 したテキス トとその略号については和訳の 冒頭にあげた略号と凡例を参

照。

圖 サ ンス ク リッ ト写本にはつづ り字の誤 り(rと1,bとvの 交替等)や 母音 の 長短の混乱が

しば しばみ られるが,煩 雑を避けるため校註にはNGを 採用 しない場合 に限 り異 同 を註記する

にとどめた。

0

   dharmadhatuva,-glivaramarg.lale  'nantaramandalal) iva  vajrapailjaradi-

bhävanavyavastha/yamäntakadayah  krodhah param atra  vaksyamanarilpag 

caityam iha  nasti/

1

1.  katagarasya  nabhau  viSvabjakarnikasthitasirnhopari  vigvambhojacandre 

 manjughoso  vajraparyanki  bälärkamandalaprabhah  suvarnavarna2)  indranild-

grasaccIro3)  vajraratnapadmavigvavajramaldmukutopari  paticabuddharatn-
akiriti  vicitrarattfabharartambarah  grfigararasardSih  pitanilaraktasitamillasavya-

pagcimavdmamukho  'stabhujo  clVabhydrn  dharmacakramudram4)  savyaih 
 krpanabanavajrani  vdmaih  prajlidparamitäpustakacdpavajraghanta  bibhranah/ 

2.  astadalasthasirnhopari  padmendumandalesu5)  prägddidksu  mahosnisasitata-

patratejoraiivijayosnisäh/ 
 igänddividiksu  vikirana udgato mahodgato  jayai ca6)/ 

ete  astosnis5,7)  vajraparyankino  ratnamukuphs)  gitavarna  dvibhuja  daksina-

panind  cakrotkarsanapard9)  vämakarendvastavya  sväsanahl°)/ 
3. atah  parvakosthasya madhye  gajaraje  'ksobhyo  nilai caturvaktro  malasyarn 

 nilarn  sakrodhaArngararn  savyam  gubhrarn  vyättarni-1-)  raudrarn  pagcimarn12) 

 pain  virarn  vämarn  raktarn  darnstrdkaralam  astabhujo  daksinaih  khadgavajra-
banänkuiabhrd  vämais  tarjanighantäcdpapagadharah13)  vajrasattvavajrardjava-

jrarägavajrasadhubhiti  parivrtah/ 
 daksinakosthasya  madhye  'gvaraje  ratnasambhavah  pitah  pitakrsnakiklara-

ktacaturmukho  'stabhujah savyair  vajrakhadgaba.rianku§an  vdmaig  cintamani-

dhvajarn  vajraghantarn  paiam  caparn ca  dadhänah  vajraratnavajrasiaryavajra-

ketuvajrahasyaih  parivrtah/ 

 pagcimakosthasya madhye  mayare  'mitäbho rakto14)  raktakrsr.taftiklapita-
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 caturvaktron)  'stabhujati savyair  vajrabanakhadgatikuAan  vamaiti  padmacapa-

paiaghantal6)  bibhranah  vajradharmavajratiksnavajrahetuvajrabha-sailP-7),18) 

 parivrtab/ 
 uttarakosthasya madhye  garucle  'moghasiddhilA  gyamati  caturmukhati 

 malarn  iyamarn  darnstrakaralarn  daksinarn  pitam  iantam  pagcimarn  raktam 

 sairfigaram  vdmam  sitam  gäntam  astabhujo  daksinaiti  khadgavajrabanankuSa-

bhrd  vamais  tarjanighantacapapagadharah  vajrakarmavajraraksavajrayaksava-

jrasandhibhib  parivrtab/ 
 aksobhyadayas  tathagatati  svavahanopari  viivapadmasaryesu  vajraparya-

nkanisanna  vicitraratnäbharanämbard  ratnamukutinab/  vajrasattvadayas  to 

 sodaieianadikoriasthavigvapadmacandresu  vajradhatumandaloktasvartipati/ 
 atrapi  diksu  sthita ity api  pakso  'sti/ 

 4..  aiianadikonasthaviSvabjendusu  sattvaparyankinyo  locanamamakipanda-

ratara  yathakramam  mafijughosaksobhyamitabhamoghasiddhisannibhab19)/ 

5.  purvadvare  vajrankuio raktagauro  vajrankugapagabhrd")  alidhasthati/ 

 daksine  vajrapaiati pito  vajrapagabhrt  pratyalidhasthatif 

 paicime  vajrasphoto  raktat  vajraSrilkhalabhrd21) bhujadvayo  vaigakhapada-
sthatil 

 uttaradvare  vajravegati  gvamo  vajrabandhena  karadvayagrhitavajraghanto 

 mandalapadasthatil 

ete  catvaro  viivabjasUryesu  sthita  dvibhujas22)  trinetraikavadanab  pingordhva-

keiagmairavo  'stanagäbhararfab/ 

                       2 

1. ato  garbhamandalat  dvitiyamandale  piirvasyam  diiy  aiianyab23) prabhrti 

 pradaksinam  yathakrarnarn  dvadaSabhiimayo  dvibhuja  daksine  vajradharinyo 
 vamena  svasvacihnadharati/ 

 tatradhimukticaryabhtimib padmarakta raktapadmadhara/ 

pramudita  rakta  cintamanibhrt/ 
 vimala  gukla  iuklajalajadhara24)/ 

prabhakari  rakta  viSvapadmasthasaryamandaladhara/ 
 arcismati  marakatavarna nilotpaladhara/ 

 sudurjaya  pitotsafigasthottanapanina25)  marakatamanidhara/ 

abhimukhi  hemavarna padmopari  prajnaparamitapustakadhara/ 

 durangama  gaganaiyama  vigvapadmopari  viivavajradhara/ 

 acala  iaraccandrabha  candrastharaktaparicagakavajrankitapaiikajasya26) 
 nalam  sagarvarn bibhrati/ 

 sadhumati  sits  khadgankitotpaladhara*/ 
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dharmamegha  pita27)  dharmameghaparikalitaprajnaparamitapustakadhara/ 

samantaprabha  madhyahnadityavarna padmopari  samyaksambodhisilcakami-
tabhabuddhabimbadhark 

2.  daksinasyam  dvadagaparamita  dvibhujab savyena  cintamanibhrto28) 

 vamena  svasvacihnadharab/  prajfiaparamita tv  adhikakaradvaya/ 

tatra  ratnapadmaparamita29) rakta  padmasthacandramandaladhara/ 

danaparamita  sitaraktavarna,  nanadhanyamafijarihasta/ 

 iilaparamita  gveta  sapallavagokakusumastavakakara,30)/ 

 ksantipa-ramita pita sitabjadhara/ 

 viryaparamita  marakatavarna  nllotpaladhara/ 

 dhyanaparamita  gaganaiyama  sitabjahasta/ 

 prajriaparamita  kamaniyakanakakantiti  padmasthaprajhaparamitapustaka-
dhara karadvayena  dhrtadharmacakramudra/ 

 upayaparamita  priyangugyama  pitapadmasthavajrabhrt/ 

 pranidhanaparamita  nilotpalavarna  nilotpalasthakhaclgadhara/ 
 balaparamita  rakta  prajnaparamitapustakadhara/ 

 jnanaparamita  gubhra  nanaratnaphalalankrtabodhivrksalata-dhara31)/ 
vajrakarmaparamita  vigvavarna  nilotpalasthavigvavajradhara/ 

3.  pakimayam  dvadaiavagita  dvibhuja  daksinenambhojabhrto  vamena 

 sagarvam  svasvacihnadharati/ 

 tatrayurvaiita  sitaraktavarna  padmaragamanisthasamadhimudramitayurbu-

ddhabinbadhara/ 

 cittavagita  sits  raktaparicagakavajradhara32)/ 

 pariskaravagita pita  cintamanidhvajadhara/ 
 karmavagita  harita  vigvavajradhara/ 

 upapattivagitä  vigvavarna  vividhavarnajatilatahasta/ 

 rddhivagita  nabhatigyama  padmasthasaryacandramandaladhara/ 
 adhimuktivagita  mrnalagaura  priyangukusumamafijarldhara/ 

 pranidhanavagita pita  nilotpalahasta/ 

 jilanavagita nila33)  nilotpalasthakhaclgadhara/ 
 dharmavagita  sitaraktavarna34)  padmasthabhadraghatahasta/ 

 tathata  gveta  gubhrambhojabhrd35)  daksinapanir  vamena  vajraratnamafijari 

dhar5,36)/ 

 buddhabodhiprabha kanakabha savyena  pitapadmasthapalicasacikavajradhara 

vamena  cintamanidhvajopari cakradhara/ 

4.  uttarasyarn  dvadagadharinyo  dvibhujab savyena  vigvavajram  bibhrana 

vamena  sagarvam  svasvacihnabhrtah/ 

tatra vasumati37) pita  dhanyamalijaridhara/

267



国立民族学博物館研究報告別冊7号

 ratnolka  rakta  cintamanidhvajadhara/ 

 usnisavijaya  sits  candrakantamanikalaSahasta/ 

 märici38)  raktagauravarna  sasatrasacidhara/ 

 parnaiabari  gyarna  mayurapicchadhara/ 

 janguli  sukla  visapuspamarijaridhara/ 
 anantamukha39)  priyangugyama  raktabjasthaksayamahanidhikalaSahasta/ 

 cunda  gukla  aksasiltravalambitakamandaludhara/ 

 prajnavardhani  sits  nilotpalasthakhadgadhara40)/ 
 sarvakarmavaranavigodhani  harita  trigiikavajrankasitaraktakamaladhar441),42)/ 

 aksayajrianakaranda  rakta  ratnakarandadhara/ 

 sarvabuddhadharmakosavati pita  padmasthananaratnapetakadhara/ 

5.  parvadvare  dharmapratisarnvit  sitarakta  vajrairkugapagabhrd bhujadvaya/ 

 daksine  'rthapratisarnvit  marakatavarna  savyetarabhujabhyam  ratnapäiabhrt/ 

 pagcime  niruktipratisarnvit  rakta antadvaye  padmalikagrilkhalabhrd43) bhuja-
dvaya/ 

uttare  pratibhanapratisarnvit  marakatagyama  trigilkavajralikitaghantavya-

grakaradvaya44)/ 
6.  agneyakone  lasya pita  sagarvam  karabhyam  vajradvayarn  bibhrati/ 

nairrtye  maid  raktagauravarna  ratnamalabhrd bhujadvaya/ 

 vayavye gita  rakta  hastabhyarn  vinam vadayanti/ 

 aiganyarn nrtya  gyama  dhrtatriiikavajraghantä45)  nrtyad bhujayugma/ 

7. eta  adhimukticaryabhumiprabhrtayo  devyah  sarva  vicitraratnabharana-

ambara  ratnamukutinyah  smerasyab46)  §rfigarinyo  vigvapadmendumandale 
 sattvaparyatikanisam .rah/ 

 dvarapalah  pararn  saryesu47)/  ta, api  candrastha ity anye/

3

1.  trtiyamandale  aiganyah  prabhrti48)  bodhisattvah/ 

tatra  parvasyarn  pattikayarn  samantabhadrah  pitah savyena varado  vamena 

 utpalasthakhadgadharah/ 

 aksayamatih  pitah savyena  khadgam vamenabhayena  kamalam49) bibhartti/ 

 ksitigarbhah pito  daksinena  krtabhilspargo  vamabjasthakalpadrumadharah50)/ 

 akaiagarbhah  Syamah savyena  sarvaratnavarsi  vamena  cintamanibhrt/ 

 daksinasyam  gaganagalijah  pitah savyena  cintamarahrd  vamena  bhadra-

ghatavalambitakalpavrksam  dadhanah/ 
 ratnapanih  gyamo  dalcsinapanind  ratnarn  vamenabjasthacandramandalam 

 bibhranah/ 

 sagaramatih  sitah savyena  gankharn  vamena  vajrakhadgarn  dadhanah/
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vajragarbho  nilotpaladalavarno  daksinena  vajrain  vamena  dagabhamaka-51) 

 pustakadharah/ 

 pagcimayam  avalokitegvarab  gubhrah savyena varado  vamena  saroja-
dharah/ 

 mahasthamapraptah  pitab savyena  khadgam  vamena  padmarn  dadhanah/ 

 candraprabhah  gubhrah savyena  vajracakrarn  vamena  padmasthacandrama-

ndalam dhatte/ 

 jaliniprabhab sitaraktab  savyenasirn  vamenabjasthasaryam/ 
   uttarasyam  amitaprabhab  sitah savyena  viivapadmarn  vamenabjastha-

kalagarn  bibhranah/ 

 pratibhanakutab pito  daksinena  cchotikarn dadat52)  vamena  padmasthakrpa-
narn dhatte/ 

 sarvaiokatamonirghätamatih  kunkumavarnah savyena  paticagilkakuligarn53) 

 vamena  gaktirn  dadhanah/ 

 sarvanivaranaviskambhi  nilah  krpanabhrt  saqapanib  vamena  vigvavajranka-

patakadharah/ 

 sodagapy ete  vigvambhojacandresu  sattvaparyarikino ratnamukutino 
 nanaratnavastramandita  dvibhujaikamukhah/ 

2.  pUrvadvare  mahise  yamäntakah  krsnas tundi54)  sanmukhah  sanbhujah55) 

 sadcaranah56) savyair57)  ankuiakrpanabanan  vamais  tarjanipagarn  ghantarn 
 caparn ca  dadhanah/  mukhacarananam  viiesah  purvavat/ 

 daksine  prajriantakah  pitah  pitacaturmukho58)  malamukharn  sagrirgararn 

 savyam vyattam59)  pagcimarn  maharaudrarn  varnarn  gantarn/ atha  vaitäni60) 

 yathakramarn  pitanilaraktaharitani/  astabhujo  'yarn  savyaih  pagavajrakhadga-
bandn  vamaih  hrdyalikuSarn  vajraghantarn  gaktim  caparn ca  dadhanah/ 

 pagcime  padmantako rakto  raktacaturvaktrah61)  grfigararaudrahasya-
iantarasanvitani  millasavyaprsthavamamukhani/ atha  vaitani62)  raktakrsna-

pitasitani/  astabhujo 'sau  dvabhyarn  vajrasphotarn63) savyair  vajrakhadgabanan 
 vamair  ghantatarjanipaiacapanvitab/ 

 ete trayo  lalitaksepena  sthitab/ 

   uttare vighnantako  nil°  nilacaturmukhah64)/ atha  vaitani65)  nilapitara-

ktaharitani/  astabhujo 'sau  dvabhyarn vajrabandhena  ghantarn66)  daksinaih 

 kroKiabanankuian  vamais  tarjanipagarn  caparn  ghantarn ca  dadhano  vinaya-

karn  pratyalidhenakramya  sthitab/ 

 iganakone  trailokyavijayo  nilo  nilacaturmukhab67)  malarn  sakrodha-

grfigaram savyam  raudram  prstharn  virarasarn  varnarn  bibhatsam/ atha  vaita-

ni68)  nilapitaraktasitani  astabhujo  dvabhyarn  vajraghantanvitabhyarn hrdi  va-

jraharnkaramudrarn  savyaih  khadgankugabanan  vamaih  kuligapagacapan
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 grhnanah69)  pratyalidhena  vamapadakrantamaheivaramastako  daksinacara-
nenavastabdhomastanah/ 

   agnau  vajrajvalanalarkah  krsn.ah  Srfigaravirabibhatsakarunarasanvita-
krsnacaturmukhah7())/ atha  vaitani71) nilasitapitaraktani72)/  astabhujo 'sau 
savyair  vajrasigaracakrabhrd  vamair  ghantarn  pagarn  capam  khatvangasakta-

patakarn ca bibhartti73)  sapatnikarn  visnum  alidhenakramya  sthitah/ 
   nairrtye herukavajro  nilo nilacaturvadano74)  mdlarn  raudrarn savyam 

 pramohamohitarn75)  prstham  bhaksan.odyatarn  vamarn  sa4ligaram/ atha 
 vaitani76)  nilaraktaharitaguklani/  astabhujo 'yam  daksinaih  paficagiikavajram77) 

 Warn  raktapdrnakapalarn  vamair hrdi  kamalakalikarn  dhanuh  saghantapata-
kakhatvangarn  dvabhyarn mahabhairavacarma  vatapatam78) iva  dadhanah 

 sapatnikam  brahmanarn  pratyalidhenakramya sthitah/ 

 vayavye  paramagvah  Syamah  gyamacaturvaktrah79)  mdlarn  sakrodha-

grngararn  savyam  raudrarn  vamam brahmamukham/ atha  vaitani80)  harita-

nilaguklani  milirdhnyaSvamukharn haritam/  astabhujo 'sau  savigvavajratripa-

takanvitasavyenottisthabhinayarn.81) dvitiyena  tripatakabhinayarn  dvabhyam 

 khadgabanau/  vamena ketakahastena82)  vigvabjam  tribhih  iaktidandacapan 

 bibhranah/  alidhapratyalidhabhyarn  catuicaranah/  daksinenaikenendranim 

 griyarn ca dvitiyena  ratim pritirp ca  vamenaikenendramadhukararn83) ca 

dvitiyena  jayakararn  vasantam  cavastabhya84)  sthitah/ 

 cakreiasyordhvakon.e  usnisacakravarti  pitah  caturmukhah pitanilarakta-

sitacaturmukho85)  vastabhujah  savyaii  cakralikugakrpanabanan  vamair 

 ghantapaSaksamaladhandrnsi dadhano  lalitaksepena  sthitah/ 
   adhastat  sumbhardjah  krsno  raudragantahasyagrAgararasanvitakrsnaca-

turvaktrah86)  krsnasitaraktapitacaturmukho  vastabhujah87) savyair  vajranku-

gasigaran  vamair  ghantapagagdlakarmukani  bibhranah  pratyalidhena  sthitah/ 

   ete  dagakrodhah  vigvambhojasdryasthah  pratimukharn  ratkatrinetrah 

 krtabhrdbhanga  vyaghracarmambarottariyah  kapalamalamukuta  diptaba-
ddhordhvapingalakeiah  pingagmagravo  'stabhih  phanigair  bhisanah/ 

3.  trtiyamandalasyaiva88)  konabhyantare  trailokyavijayadikrodhebhyai catur-

bhyo  bahyarekhaya  agneyadicatuhkonasdtranarn89)  savyaparSvesu  puspadyah 
 vamapargvesu  bahyasthanem)  vajrardpadyah/ 

tatra  puspa  pita  puspaputahasta/ 

 dhdpa  krsna  dhdpakatacchdhasta/ 
 dipa  rakta  ratnapradipayastihasta/ 

gandha  iyarna  gandhaiankhahasta/ 
 vajrardpa  pita  darpanapanih/ 

 vajraiabda  iyama  vinahasta/ 
vajrarasa91)  rakta gandhabhajanabhuja/
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 vajrasparga,  vigvavarnd  viSvavastrahasta92)/ 

 astäv ete  dvibhuja ratnamukutinyo  vicitravastraratnamanditati  padmendusu 

 sattvaparyafikinyah/ 

                       4 

 1.  caturthavajrakulamarAdale93)  aindryam  digi  gubhrairavatärildha94)  indrah 

pito  vajram  stanam ca  dadhanah/ 

 yamyarn  mahise  yamah  krsno  dandaSillabhrt95)/ 
 värunyam96) makare  varun.ah  Svetah  saptaphano  nagapagagatikhabhrt/ 

 kauveryydrn nare  kuberah pito97)  'fikuSagadddharah/ 

 aiganyarn  vrsabharildha  iganah  sitah  trigillakapalapanih  kapälijatärdhacandra-

dharah98)  sarpayajfiopaviti  nilakanthah/ 

 agneyyam chage  'gnih  raktah  sruvakamandaludharah/ 

 nairrtydrn  raksasadhipo  nairrtih  nilah  gavaradhah99)  khadgakhetakabhrta-

karahl-99)/ 

 vayavyam mrge  väyur  nilo  v4taputadharah/ 

ete  'stau  caturbhujah savyena  prathamarn  cihnarn  vamena  kroditasvdbha-

patnikena191)  dvitiyarn  bibhrana  dvabhyarn  Sirasi  krtacakreSapranamdfijala-
yabio2)/ 
2.  iganasya samipe bahir  aigänyadigah193) prabhrti  kramena  brahmadayah/ 

tatra  hawse  brahmä  pitag  caturmukhaS caturbhujo  'ksasiiträbjabhrt  savyetard-
bhydm  krtafijalir  dandakamandaludharah/ 

 garucle  visnuh  krsnag194)  caturbhujaS  cakragatikhabhrt  savyavamabhydrn 
 mardhni  krt-áfijalir  gadagärfigadhanurdharahl°5)/ 

 vrsabhe  maheSvarah  sitah  Saiikanakänkitajatajiltag196)  caturbhujah  girasi 

 krfafijalis  tri§alakapalabhrt/ 

 mayare  karttikeyo  raktah  sanmukhah  savyabhyam  gaktim  vajram ca  värnabh-

yarn  kukkutaghantarn197) ca  dadhano  dvabhyarn  krtafijalih/ 
ete 'pi  purvavad  alifigitasvabhapatnikah/ 

3.  brahmäni  to brahmavat/ 
 rudrani rudravat/ 

vaisnavi visnuvat/ 
 kaurnari  larttikeyavat/ 

 indrani indravat/ 

 varähi  krsn5,  pecakarfidha  caturbhuja  savyavámábhyarn  rohitamatsyakapala-
dhard  dvabhydrn  krtafijalih/ 

pretopari  camunda  rakta  caturbhujä  kartrikapalabhrt  savyetard  krtafijalihros)/ 
 bhrngi  krsnah  krSo3-99)  'ksasatrakamandaludharah  krtafijalih/ 

4.  miisake  ganapatih  sitah  karivaktrah  sarpayajnopaviti  caturbhujah  savya-
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 bhyam  trigalalacklukau  vamabhyam  pargumillakello)  dadhanah/ 

 mahakälah  krsnas  trigillakapalabhrt/ 

 nandikeivarah  krsno  murajdradho  murajavadanaparah/ 

5. saptaturagarathe  adityo ratko  daksinahastena  vamena ca  padmasthasurya-

mandaladharah/ 

hamse candrah  iubhrab savyahastena  vamena ca  kumudasthachandramanclala-

bhrt/ 

 chagale mangalo  raktah savyena  kattaram  vamena  manusamunciam  bhaksa-

näbhinayena  dadhanah/ 

padme  budhah  pitah  garadhanurdharah/ 
bheke  kapäle  va brhaspatir gauro  'ksasiltrakamandaludharah/ 

 Aukrah  guklah kamalastho  'ksasiltrakamanclalubhrt/ 

kacchape  ganaigcarah  krsno  dancladharah 

 rahri  raktakrsnah  saryacandrabhrtsavyetarakarah/ 

 ketuh  krsnah  khadganagapagadharah/ 

6.  kufijare  balabhadrah  sitah  khadgalafigaladharahl 

kokilarathe  jayakarag  caturbhujah  savyäbhyam  puspamdlam  banana ca 

 vämäbhyam  casakadhanusi  dadhanah/ 

 iukasyandane madhukaro  gaurag  caturbhujah  savyabhydrp  makaradhvajaga-
raum)  vämäbhydrp  casakacapau bibhartti/ 

plavange  vasantah  sitar  caturbhujah  savyabhydm  banakrpan.abhrd  vamdbhydryi 
 dhanugcasakadharah/ 

7.  anantavasukitaksakakarkkotakapadmamahapadmagankhapalakulikah  sa-

ptaphan4112)  krtafijalayab  svasvapituh  pradhänacihnayuktafijalayo  vä/ 
8.  vemacitribaliprahlädavairocanadayo  mahasurendrah  krsna.h113)  sanna-

ddhabaddhakavacah  khadgakhetakadinanapraharanavyagrakaräbiloi 

9.  garuclendrah  krtafijalih  prasaritapakso va  ydvaj janu  subhras  tadardhvarn 

 nabhim yavat pitas  tadtardhvam  kantham  yavad raktas  tadardhvam  mastakam 

 yavat  krsnati/ 
 drumakinnararajendro115) raktagauro  vinavadanaparah/ 

 palicakkho  gandharvarajendrah pito  vindm vadayati/ 
 sarvarthasiddho  vidyadhararajendro  gaurah  kusumarnalahastah/ 

10.  plarnabhadro  nilah/  mänibhadrah  pitah/ dhanado  raktah/  vaigravan.ah 

 pitah/  civikunclali  raktah/  kelimali  gydmah/  sukhendrah  pitah/  calendrah  pitah/ 

 parnabhadrädayo  yaksadhipa  bijapiiraphalanakulabhrt  savyetarakarabi 
11.  harm  pits  jaclidvayadharini  saputrk 

12.  agvini sita/ bharani  harita/  krttikä  gydma./  rohini raktagaura/  mrgaiira 

 krsria/  ärdrä  pitä/  punarvasuh  pitä/  pusyd  iyämä/  aglegd  gukla/ magha  pita/
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 purvaphalguni  priyanguiyama/  uttaraphalguni  harita/  hasta  sits/  citra  harita/ 
 svati  pita/  vigakha  krsna/  anuradha  gyama/  jyestha  pita/  mule.  pita/  ptitrvasadha 

 krsna/  uttarasadha  pancluvarnaits)/  gravana sitagaura/  dhanistha  krsna/  iata-

bhisa pita/  parvabhadrapada  harita/  uttarabhadrapada pita/  revati  guklagaura/ 

 abhijibl17)  gyama/ 

 aivinyadayo devyai calanakaticukiparidhanan118),119) krtalijalayab/ 

anye 'pi  deva  vimanastha  vijfieyati/ 

13.  etch  iakradya,  devatati  padmasthati pratyekam  aparimitaparivarag ca 

 yathayogarn vicitravastraratnadyalankrta  bhagavantam  mandalegam nama-
syanto  jojotkaramukharitadifimukhati/ 
14.  parvadidvaresu  vajraiikuiadayo  dvarapala  yatha  garbhamanclale/

                        5 

   iha bhagavan  mahavairocanatma  mailjughosati  suviiuddhadharmadhatu-

jfianasvabhavab  svabhavajrasattvena  mudritab/ 
 adargadijilanasvabhavaksobhyaditathagatag  catvara  usnisa  locana ca 

 mailjughosena/ 

 vajrasattvadayag  catvaro  mamakivajrafiku§advadaiabhamayol-20)  dharma-

pratisarnvit  lasya  samantabhadradayai  catvaro  dagakrodhah  pusparapapUrva-
diksthitadevatag121)  caksobhyena/ 

 vajraratnadayag  catvaro  vajrapaio  dvadaiaparamitarthapratisarnvit  India 

 gaganagafijadayai  catvaro  dhapa  gabda  daksinadiggatadevatai ca  rathasa-
mbhavena/ 

 vajradharmadayai  catvarati  panciara  vajrasphota  dvadagayurvagitada-

yo 122)  niruktipratisamvitgita  'valokitadayag  catvaro  dipa  rasa  pagcimadiga-
vasthitadevatag camitabhena/ 

 vajrakarmadayai  catvaro  vajravego  dvadaadharinyalj  pratibhanasamvit 
 nrtya  'mitaprabhadayag  catvaro gandha  spargottaradiggatai ca  amoghaiiddhina 

 mudritaW

                       6 

 marijughosasya  hrdbijarn  mati/ a  ab123) sarvatathagatahrdaya hara hara 

 orn  hum  hrib bhagavan  jfianamiirtti  vagiivara  mahavaca sarvadharma gagana-

amala  supariguddhadharmadhatujfianagharbha  5,12, iti  hrdayamantrati/  orn 
 amrtakunclali vighnantaka  ham iti  amrtakunclalimantrah  sarvakarmikab/ 

   iti  dharmadhatuvagiivaramandalamll
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テ キ ス ト校 註

 1)  NG  -mandala;  NS1 -mandale; NS2  -mandale  anantramanclala;  NS3-4  -mandale 'rananta-
   mala;  AS1 -mandale  'nantaramandala. 

 2) NG  suvarnavarnah;  NS1  Suvarnria; NS2 suvarnasuvarna. 
3) NG  nildbha-. 

 4) NG -mudrah; NS1  -mudrd.h. 
 5) NG padmacandra-; NS3 padme candra-

 6) NG  vikiranodgatamahodgatojai  ca;  NS1  vikirana udgato mahogato  jayayah; NS3  vikirana 
   mahodgato  udgatojai  ca. 

 7)  NG  -1-11Aa:1;  NS1 -usniso; AS2 -usnisa. 
 8)  NG  -muluityah;  NSJ_2 -mukuto;  NS3-4  -mukutih. 

 9) NG  cakrdkarSana-;  NS1 cakokasana-. 
10) NG  avastabdhasandh;  NS1  avastabhydrn  sand; NS2  avastarvva  svasand; NS4  avastabhya 

 ssvasvasana;  AS1  avastac ca  svasanab; AS2 avastac ca  ddhasväsandh  (?)• 
11) NG,  NSF-2  vyavrttam. 
12) NG  pastime. 
13) NG,  NS1-2  -pagacdpa, 
14) NG, NS1,3 omit rakto. 
15) NG -vastro. 
16)  NG  -ghant5h; AS1  ghamta. 
17) NG  vajredharma-. 
18)  NG  -tiksnahetu-
19) NG  omits  -abha-. 
20) NG  omits  -paga-. 
21)  NG  -griikhala-. 
22)  NG  -bhujah;  NS3  -bhuja. 
23) NG,  AS1  disi  agany5h;  NS1  digaganyah; NS2  ddy  agandh; NS3  disi  aiiyamd; NS4 

 aiganyarn. 
24) NG  iuklakamala-;  NS1 jalaja-; NS3  iuklajala-; NS4  Subja-;  AS4  ivetabja, 
25) NG,  NS1  pitd  utsafiga, 
26)  NG  -paiicasiicika-;,  NS4  -raktaparicaka, 
27) NG omits pita. 
28) NG,  NS1  cintdmanidhvajarp.; NS4 omits  cintdmani. 
29) NG  ratnaparamitd. 
30) NG  sapallavagaurakusumacakrakard;  NS1  parravah/  Sakakunjamatavakard. 
31) NG,  NS1 omit  -lath:, 
32) NG,  NS1  NS2 
33) NG,  NS3  sitanild;  NS1 omits  ni15.. 
34) NG  site raktavarna-;  NS1 raktavarna-; AS1  raktd; AS2  sitarakta. 
35) NG,  NSi  gvetaSubhra-. 
36) NG, AS1-2 omit vajra. 
37) NG sumati;  NS1, vasumati. 
38) NG  marl;  NS1 marati; NS2  marici; AS2  märici. 
39) NG,  NS3-4 -mukhi. 
40) NG,  NS1 omit -stha-. 
41) NG  -sticika-. 
42) NG,  NS1 omit rakta. 
43) NG baddhapadmanta-;  NS1 antadvaya padmaka-; NS4  dustadvaye  padmanka-;  ASi
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   anantadvaye  padmänki-; AS2 antadvayena  padmanka-. 

44) NG  -siicika-. 
45)  NG  -trisdcikavajraghanta;  NS1  triifikavajraghantabhya;  NS2  -tristikavajraghantd. 
46) NG  apsarasydb;  NS1 omits  smerasydb; NS3  smarasydb; NS4  sperdsyab;  AS1 ime  lasydb; 

   AS2  smelasyab. 
47) NG  dvalapdlyo  'parasiiryesu;  NS].  parasdryesu; NS2  dvdrapare  'parasdryesu. 
48) NG  aiganyddiprabhrti;  NS1  aiianya  prabhrti; NS4  adanya  prabhrti. 
49) NG  abhayakamalam NS1_2  kamandalu; AS1_2  abhayena  padmarn. 
50) NG  vdmena;  NS1  vame; NS2 mena. 
51)  NG  -bhiimika-; NS1  -bhii-;  NS2  -bhfirkame. 
52) NG,  NS1_2 omit dadat. 
53) NG  -slicika-. 
54) NG  tundilah;  NS1 omits tundi; NS2  tudi. 
55) NG omits  sanbhujab. 
56)  NS1  omits  sadcaranab. 
57) NG savyena. 
58) NG,  NS1_2, AS1-2 omit pita-. 
59) NG  savyarp  sersam;  NS1-2  savyäntarp; 
60) NG,  NS1_2  ca. 
61) NG,  NS1-2 omit rakta-. 
62) NG,  NS1_2  ca. 
63) NG omits  dvabhyam  vajrasphotarp;  NS1  dvdbhydrp vajrasphota; NS2  dvabhydrn  vajra-

   sphotarp; AS1-2  dva-bhydrp  vajrasphotab. 
64) NG omits nila-;  NG1-2 omit  nilo. 
65) NG,  NS1-2 ca. 
66) NG  vajraghante. 
67) NG omits nila-;  NG1-2 omit  nil°. 
68) NG,  NS1_2  ca. 
69) NG  grhnan. 
70) NG omits  krsna-. 

 71) NG,  NS1_2  ca. 
72) NG,  NS1-2 -pitasita-. 
73) NG bibharti;  NS1-2 bibhatti. 
74) NG omits nila-;  NG1-2 omit  nilo. 
75) NG,  NS3_4  pramohitam. 
76) NG,  NS1-2  ca. 
77) NG  siicika. 
78) NG,  NS1 omit  vita; AS1 vatapatam. 
79) NG, NS3  omit  gyama-;  NS1_2  omit  iyamab. 
80) NG,  NS1_2 ca. 
81) NG omits  savigvavajratripatakanvita-;  NS1  saviivavajratripatdkavita. 
82) NG,  NS3_4 khadga-;  NS]. kata-; NS2 kata-. 
83) NG  indrarp madhu-. 
84) NG  pada  'vastabhya. 
85) NG  pitanilaraktasitacaturmukhai;  NS1 caturmukham  pitanilaraktasito;  NS3_4  pitab 

   caturmukhab pitanilaraktasitacaturmukho va. 
86) NG,  NS1 omit  krsna-. 
87) NG,  NS1  mukhai  cdsta-; NS2 mukho  casta-;  AS1-2 mukho  va/  asta-. 
88) NG omits eva. 
89) NG,  NS1-2  -catuskona-
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90) NG, NS1 omit bahyasthane; NS2  bahyasthame. 
91) NG  vajrersya. 
92) NG,  NS1  vigvavajra-. 
93) NG caturthe  vajrakillamapdale;  NS1 caturthe  vajrakulamandale. 

94) NG  aindradidik§u  airavatariddha; NS1_2  aindradigi  bhrairavatarudha;  NS3-4  aindryadigi 
 gubhrairavatarudha; AS2  aiganyam  digi  gubhrairavatarudha. 

95) NG  yamadanda-. 
96) NG,  NSi  varune; NS2  v5-Yu5Y-a. 
97) NG supito;  NSi syapito. 
98) NG omits  kapali-. 
99) NG  gave;  AS1-2  gavasanab. 

100) NG -khetakabhrt;  NSi  -karate; NS2  khetakabhrtkarab. 
101) NG  akrodita-; NS2  sukrodita-; AS1 krodi-. 
102) NG  -afijalayab  nilotpaladharab;  NS].  -afijalayab nilotpaladha. 
103)  NG  -adidigab;  NS1-2  -adigam. 
104) NG omits  knnag; NS1  knna. 
105) NG omits -dhanur-. 
106) NG  -jatamukutag. 
107) NG  kukkutarp;  NSi  ghantarps; AS1-2  kukkutarn  khantarrt. 
108)  NG  -afijali. 
109) NG  knria-;  NS2  451-Act-. 
110) NG  paragu-. 
111) NG  -gare;  NS1-2  -garo. 
112) NG,  NS4  -phana-; NS3  omits  -phanab-. 
113) NG omits  kr.na.b. 
114)  NG  -khetakadina  praharana-. 
115) NG  knnarfipab; NS2, AS2  knnah druma-; NS3  knnab  rfipab; NS4  knpab  drumab; 

 ASi  knnab/  drumab. 
116) NG,  NS1,4  pandara-
117) NG abhijit;  NSi abhiji. 
118) NG ca ratna-; AS1 cala-. 
119)  NG  -parldhanab. 
120) NG  vajraltkugi. 
121) NG,  NS2-3  -dhUpa-;  NSi  omits  -rtipa-. 
122) NG  omits  -ayur-;  NS1  -parvavagita;  NS2-3  -piirvagitrayeyo;  NS4  -prirvavagitayamyo. 
123) NG om  ate; NS2-3 am  ate;  AS1-2 a a.
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補 遺

『完 成せ る ヨー ガの環』

第19章 「金剛界マンダラ」訳 ・註(十 六大菩薩)

凡 例

厘ユ 和 訳 に際 して はNG[BHATTAcHARYYA 1972:弱 一47]を サ ンス ク リ ッ ト ・テキ ス トの底 本

と し,NS145a,3-50b,2;NS264b,3-69b,3;NS353a,2-58a,3;NS450b,1-54b,1を 参 照 した 。

以 下 に あげ た の は,こ の う ち十六 大 菩 薩 の部 分 で あ る。

囮 チベ ッ ト訳 テ キ ス トはNT1138,3,3-139,0,2;NT21216,1・1220,6;NT3thu i 37a,6-140a,

1,お よ びNT461,1,6-62,2,3を 参照 した 。

国AS1217,8-223,7;AS2132a,7・135b,7を 参 照 した 。 チ ベ ッ ト訳該 当箇 所AT1269,0,8-270,

5,5も あわ せ て 参照 した 。

国 これ 以 外 は,第21章 に準 じる。

訳

 東の蓮弁には1》金剛薩唾がいる。身色は白,右 手の中指で胸を指 しながら金剛杵を

持つ。左の金剛の拳は大腿に置き,立 派な鈴を持つ。

 南には2)金 剛王がいる。身色は黄色,右 手 にある金剛鉤で鉤召の しぐさをとり,左

手には羅索を持つ。両手で握 る鉤で鉤召の しぐさをとるという説もある3)。

 北には4)金剛愛がいる。身色は赤で左右の手で弓矢を持つ。

 西には5》金岡喜がいる。身色は緑宝のような色。金剛杵を持った両手で胸の前で賞

賛を与えるしぐさをする。

 東の蓮弁には金剛宝がいる。身色は黄色,右 の金剛の拳6》で両端に金剛杵のついた

宝の華童7)を 自分の灌頂の位置8)で握 り,左 手には金剛鈴をほこらしげに持つ9)。

 南には金剛光がいる。身色は赤,両 手に持 った太陽で照らす。

 北には金剛憧がいる。身色は緑10),両 手で握る如意宝憧を左肩に置いて示す11)。

 西には金剛笑がいる。身色は白,右 手には歯をつないだ輪がついた金剛杵を握 り,

左手でも同様に歯をつないだふたつの輪がついたふたつの金剛杵を顔の前に保つ12)。

 東の蓮弁に金剛法13)がいる。身色は白みをおびた赤,左 手で蓮華の茎をほこらしげ

に握 り,右 手でその花を開かせ る。
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 南 に は金 剛利 が い る。身 色 は空 の よ うな 青 色14),左 手 で般 若 経 の経 函 を 胸 の 前 に持

ち,右 手 で剣 をふ りあげ て保 つ15)。

 北 には 金 剛 因 が い る。 身 色 は 金 色,左 手 に のせ た八 輻輪 を 右手 の 中指 で 火 炎 輪 の よ

うに回 す,と い う転 法 輪 印 を 示 す16)。

 西 に は金 剛語17)が い る。 身 色 は赤,左 手 で法 の ほ ら貝 を持 ち,右 手 で独 鈷 杵 の先 端

を握 る18)。

 東 の蓮 弁 には 金 剛業 が い る 。身 色 は緑19),右 手 で 十二 鈷 金 剛 杵 を20)胸 の 前 で 鉤召 の

しぐさで 持 ち,左 手 で二 重 金 剛 の つ い た鈴 を ほ こ ら しげ に持 つ21)。 あ る い は,両 手 の

先22)を 合 わ せ て二 重 金剛 杵 を頭 上 に23)持 つ。

 南 には金 剛護 が い る。 身色 は 黄 色24),両 手 で 金剛 の 甲 冑 を握 る。

 北 には金 剛 牙 が い る。 身 色 は 黒,両 手 の小 指 を金 剛 の牙 の形 に して,自 分 の顔 の前

に保 ち25),悪 しき もの た ちを威 嚇す る。

 西 には金 剛拳 が い る,身 色 は黄 色,金 剛 で 身 を 固 め る,金 剛 の拳 で 五 鈷 杵 を握 り脅

か す26)。

訳 註

1)AT1:'dab ma rnam la mdun du(蓮 弁 の 前 に は)。

2)AT1:g'yas su(右 には)。

3)GGN l93,1,4:鉤 で鉤 召 の しぐさ を と る。

4)ATI :9,yon du(左 に は)。

5)AT1:rgyab du(後 ろ に は)。

6)AT1=rdo rje dang bcas pa'i khu tshul(金 剛 杵 を 持 った 挙)。

7)GGN 193,1,5:灌 頂 の 華 髭 。

8)NT4は 「自分 の」 の 対 応語 を欠 く。 具 体 的 に は額 を指 す と考 え られ る 。

9)NT1:dkul brten pa'o(脇 に 置 く)。 GGNは 「左 手 に は_持 つ」 を 欠 く。

10)GGN 193,1,6:紺 。

11)Tib.は テキ ス トに よ って解 釈 が異 な る。NT1-3:9'yon gyi bar du lhur gnas pa'i phyag gnyis

 kyis yid bzhin gyi nor bu'i rgyal mtshan'dzin cin'phyar ba'o(左 側 に置 い た二 腎 で 如 意宝

 瞳 を 握 り懸 ける);NT4:9'yon gyi phyogs na gnas pa'i phyag gnyis yid bzhin gyi nor bus

 mtshan pa'i rgyal mtshan'phyar ba'o(左 の方 に 置い た二 骨[で1如 意宝 のつ いた 橦 を 懸 け る);

 ATI=phyag gnyis kyis yid bzhin gyi hor bu'i rgyal ntshan'dzin zhing 9'yon gyi dpung pa'i

 gnas su'phyar ba'o(二 骨 で 如 意宝 瞳 を握 り左 の肩 に懸 け る)。 GGNは 「左 肩 に お いて 」 を欠

 く。
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12)金 剛 笑 の持 物 はAGRとNPYの 間 で違 い がみ られ る 。AS:savyetarakar綯hy緡 dantapa�-

 tiyuktavajradvayam grhitv�'sye niveｧayati(左 右 の手 で,歯 で つ な がれ た ふ たつ の 金 剛杵 を

 握 り顔 に 置 く)。 従 って,NPYで は左 右 の手 で 合 計 三つ の金 剛 杵 を持 ち,顔 に 置 くの はそ の う

 ち の左 手 のふ た つ で あ った が,ACRの 場合,左 右 の手 に ひ とつ ず つ金 剛杵 を 顔 の前 に持 ち,

 そ の間 を 歯 が並 ぶ こ とに な る。GGN 193,1,7:二 列 に並 ぶ歯 のつ い た ふ たつ の金 剛杵 を 持 つ 。

13)NT4:rdo rje rin po che(金 剛宝)。

14)NT4:sngon po(青)。 GGN 193,2,1:サ フ ラ ンの花 の 色 。

15)NT4:ral gyi[gri?]phyar ba'o(剣 を振 りあ げ る)。

16)Tib.は テ キ ス トによ って 解 釈 が異 な る。 NT1-3:mgal me lta bu bskor zhing chos kyi'】khor

 lo'i phyag rgya'dzin pa'o(灯 明 の ご と き[輪 を]回 し,転 法 韓 印 を結 ぶ);NT4:mgal me lta

 bur bskor zhing chos kyi 'khor lo'i phyag rgya 'dz匤 pa'o(灯 明の ごと く[輪 を]回 し,転 法 輪

 印 を結 ぶ);AT1=mgal me'i'khor lo phyag rgya'dzin pa'o(灯 明 の 輪 の印 を 結 ぶ)。 GGNは

 単 に 「転 法 輪 印を 結 ぷ 」 とす る(193,2,1-2)。

17)NT1:rdo rje bsrung ba(金 剛護)。

ユ8)Tib.はNPYとACRの 間 で解 釈 が異 な る。 NT:rdo rje ltse gcig Pa'i ltse[NTgは1tse

 mo]'dzin pa'o(一 鈷 杵 の先 を握 る);AT1:rdo rje ltse gcig pa lta bu'i ltse'dzin pa'o(一 鈷

 杵 の よ うな 先 端 を握 る)。GGN l93,2,2:指 を 立 て る。

19)NSI :raktah(赤)。

20)NS1に は 「金 剛 杵 を」 か ら 「左手 で 二 重」 の 該 当部 分 が 欠 落 して い る 。   0

21)NT1:dkur brten ba(脇 に 置 く);NT4:skur brten pa'o(体 に置 くので あ る);AT1:dkur

 brten ba ste(脇 に 置 くので あ って)。

22)Skt.のkapotaが 手 の どの 部分 を 指 す語 で あ るの か明 らか で はな い が, NT1-3, ATI:thal

 mo spyi borよ り 「手 の先 」 と解釈 す る。 NT4はkapotaに 対 応す る語 を欠 く。

23)AT1は 「頭 上で 」 に 対応 す る語 を欠 く。 GGN l93,2,3:両 手 に三 鈷金 剛杵 を 持 ち,如 来 た

 ちへ の供 養 の た め に舞 う;GDK 459,5-6:両 手 にふ た つ の三 鈷 金 剛杵 を 持 ち,如 来 た ち へ の供

 養iのた め に舞 う。

24)NT4:ser mo(黄 色[語 尾 が女 性 形moで あ るD。

25)AT1:zhal gyi grwar(顔 の 端 に)。

26)Tib.の 金 剛 拳 の記 述 はテ キス トによ って 解 釈 が異 な る。 NTi-3は ほぼSkt.に 一 致 す る。

 NT4は 「身 色 は黄 色...身 を 固 め る」 の対 応 箇 所 を欠 く。 後半 部 分 はNT1-3に ほ ぼ一 致 す る 。

 AT1:rgyab tu rdo rje khu tshur gyi tshams su rdo rje ste rdo rje khu tshur dag gis'tsher ba'i

 rdo喰lnga gzun pa'o(後 ろ に い る金 剛拳 は[体 の]は しま で金 剛 で覆 わ れ,両 方の 金 剛 の拳

 によ って 恐 ろ しい 五 鈷杵 を 握 る ので あ る)。GGN 193,2,5:身 色 は 白,金 剛杵 を もつ 。
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